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崖っぷち厄病神の私ですが、聡明な少年と光り輝く守護天使様と家族になりました
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　オオバコにレンギョウ、セイヨウタンポポやオトギリソウなど、野山には薬になる草木がたくさんある。

　それらを煎じたお茶や磨り潰した軟膏は、内臓の不調や怪我を治すのに効果的だ。

　厄病神である自分には必要ない。けれど、近隣の森に住む動物達のために、沙羅叉さらさは毎日のように山に入り野を散策する。

「こんにちは、白鹿さん。怪我の具合はどう？」

　その雄鹿は全身が雪のように白く、三日前にムクノキの下でうずくまって動けなくなっていた。

　立派な身体と角から判断すると、おそらく四、五歳の若さだろう。

　崖から落ちたのか、左脚にひどい怪我をしており、沙羅叉が持ってきた木の葉や実を食べる力もないほど弱っている。

　神ではあるけれど、沙羅叉が人や動物にもたらす事ができるのは災厄のみ。当然怪我を治す力などないし、できる事は限られている。

　出会ったからには、ぜったいに助けたい！

　沙羅叉はそう強く願って連日白鹿のもとに通い、水を飲ませたり傷口に軟膏を塗ったりしていた。しかし、何も食べていないせいか怪我の治りは悪く、息をするのも苦しそうだ。

（どうにかしてあげたい……。そうだ、フユイチゴの実をすり潰したものなら食べられるかも）

　沙羅叉はそう思いたち、即座に立ち上がった。

「白鹿さん、待っててね。すぐに帰ってくるから」

　一声かけるなり駆け出し、フユイチゴが生えている山のふもとに向かう。

　その近くには、沙羅叉が住まいにしている神社がある。そこで採ったクサイチゴを磨り潰すと、持って大急ぎで白鹿のもとへ取って返す。

　季節は冬──。

　晴れてはいるけれど、山はどこもかしこも雪が積もっており、油断すると足を取られてしまいそうだ。

　たとえ転んでも、フユイチゴだけは死守する！

　沙羅叉は強い意志を持って雪道を進み続け、ようやく白鹿のいるムクノキのてっぺんが見えるところまで来た。

（あと少しだ）

　そう思った時、急に辺りがまばゆい光に包み込まれ、まともに目を開けていられなくなった。

　いったい、何事だろう？

　どうであれ、白鹿のところに行かなければ！

　沙羅叉は手庇で目を庇いつつ前に進み続け、ようやくムクノキの近くにある岩場までたどり着いた。立ち止まり、薄目を開けて方向を確かめてみると、どうやら光は白鹿がいる場所から発せられているようだ。

　よく見ると、光り輝く白光にはわずかに青色が混ざっており、近寄りがたい高貴さがある。恐る恐る進み続けて木陰から覗き見ると、光の真ん中に大きくて純白の翼を持った天使がいるのに気付いた。

（て、天使様っ……）

　光は近づくほどに眩しさが増すが、目を離さずにはいられない。

　天使の髪は白に近い明るい金髪で、羽衣のような着衣と同様、風もないのにさらさらと靡いている。その姿は荘厳で、遠目でもわかるほど美麗だ。

「治りなさい」

　天使が言い、白鹿の怪我をしている脚に触れた。すると、白鹿はすっくと立ちあがり、天使の周りを元気よく駆け回り始めた。

　傷が癒えた白鹿が嬉しそうに天使の掌に鼻面を摺り寄せる。

　微笑む天使の美しい事といったら……！

　沙羅叉は畏れおののきながらも目の前の光景に見入り、感動に身を震わせた。これほど美しい存在を見た事がないし、この場にいるだけで心身が浄化されていくみたいだ。

（なんて素敵なの……）

　天使が放つ光を浴び、辺り一面に広がっている雪がキラキラと輝いている。

　眩しさに耐えかねて少しの間、掌で両目を覆いながら木の陰に身を潜めていた。

　気がつけば、いつの間にか光は消えており、天使も白鹿もいなくなっている。

　ムクノキの下に駆け寄り、周囲を見回してみた。

「天使様、白鹿さん！」

　呼びかけるも、聞こえてくるのは風の音だけだ。

　もしかして、夢を見ていたのだろうか？

　いや、違う。あれは本当に起きた出来事だったし、確かに光り輝く天使を見た。

　そうであれば、いつかまた会える日がくるかもしれない。

「いつかまた、天使様と白鹿さんに会えますように」

　沙羅叉は天使がいた場所まで行って、そこに跪いた。そして、目を閉じてついさっき見た光景をしっかりと心に刻み込むのだった。

















第一章　運命の出会い












　西日本のとある山間の村のはずれに、小さくて古い神社がある。

　そこはもう長い間人々から忘れ去られていて、来るものといえばタヌキやイノシシなどの野生動物か、野良の犬猫のみ。

　冬真っ盛りの今、朽ちて苔むした鳥居や石階段には雪が降り積もり、辺りは常にシンとして静まり返っている。

　とある理由があってそこに住んでいる沙羅叉は、厄病神である北枕きたまくら一族の末娘だ。家族は大勢いるが、故郷から遠く離れたここを訪ねる者は誰一人いない。

　それを寂しく思わないでもないが、この辺りには生まれ育った土地にはないものがたくさんある。

　清らかに澄んだ空気に、燦々と降り注ぐ陽の光。青々と茂る草木や色鮮やかな花や果実は、故郷では見る事はできない。

　それに、ここでは大声で笑っても咎める者はないし、歌って踊っても怒られる心配はない。

　日々の暮らしは快適そのもので、自分には故郷よりもここでの暮らしの方が合っていると思えるほどだ。

「おはようございます。今日もいい一日でありますように」

　沙羅叉が寝起きしているのは、住吉造の本殿の後方にある内陣と呼ばれるひと間だ。

　朝目覚めると、御神体である鏡に手を合わせて挨拶をする。

　鏡の大きさは約三十センチで、厚さは一センチほど。白銅でできたそれは、綺麗な真ん丸をしている。

　もとは酸化して白く変色していた鏡だが、幸いにも腐食はひどくはなくて、何度も磨くうちにもとの姿を取り戻した。

　覗き込んだ鏡に、自分の顔が映し出される。色白の顔にちんまりとした目鼻立ち。おかっぱ頭の前髪は短く、八の字の眉よりも一センチ上で切り揃えてある。

　鏡とにらめっこをしながら、自分で作ったつげの櫛で髪を梳き、洋服の襟元を正した。

　神である沙羅叉は、暑さ寒さに関係なく一年中麻でできた七分袖のワンピースを着ている。紗羅叉はその姿は、いかにもこざっぱりとしており、厄病神というよりは大きくなった座敷童といった感じだ。

「さてと、お掃除に取り掛かろうかな」

　本殿から出た紗羅叉は、社務所から竹ぼうきを取り出して本殿の周りを丁寧に掃き始めた。神社は山を少し登った位置にあり、敷地のうしろには様々な草木が生い茂る鎮守の森が広がっている。山の中とはいえ、ここだけは日の光が多く降り注ぎ、雪もほとんど残っていない。

　本殿のすぐ横には御神木のクスノキが青々とした葉をたくさん茂らせており、その手前には、神職の者が控える社務所がある。本殿同様、そこも経年の劣化により腐食が進んでおり、朱色だったはずの柱もすっかり色あせて見る影もない。

　それでも創建されてから八百年を超す歴史ある場は、凛とした静寂に包まれ空はどこまでも高く空気も澄み渡っている。

「いい天気だなぁ。今日みたいな日は、気分も晴れやかになるよね」

　厄病神として生まれて、もう三百年近く経つが、その間に世の中は大きく変わった。

　年号が昭和に代わって四十年と少し経過した今、世の中は現在列島の北で行われている冬季オリンピックなるスポーツの祭典の開催に沸いている。

　紗羅叉は竹ぼうきを持ったまま石階段を下り、途中の石段に麻布を敷いて腰を下ろした。

　厄病神といえば世に災いや疫病や、よくない事をもたらす鬼神だ。人々は厄病神を忌み嫌い、時に恐れてどうにかして家に来ないようあらゆる策を講じる。

　たとえば、ある地方では家の前にざるを掲げ、またあるところでは紅いものを魔除けにして毎月三日に小豆粥を食べたりする。そのほかにも厄病神を退散させるのに効果があるとされる民間信仰は多々あれど、正直その効果については定かではない。

　少なくとも紗羅叉にはまるで効果がなく、厄除けのお札やお守り、特別な儀式さえも特別恐ろしくはなかった。むしろ人々が集い熱心に祈願する心を尊いと感じ、皆が健やかに暮らせればいいとさえ思う。

　むろん、そんな事実や考えは、胸の中に秘めて決して表には出さない。そうでなければ、ただでさえ一族の中で浮いているのに、余計変わり者のレッテルを貼られてしまうだろう。

「今日こそ、お父様の言いつけを果たさないと……」

　その言いつけとは、厄病神としての務めでもある人々に災厄をもたらす事――。

　修行中、常に目につくところに貼っておくよう言われた半紙には「一日一厄」と書かれている。

　世の中は常に、いい事と悪い事のバランスがとれており、厄病神は人々に災いをもたらす事でその一端を担っている。

　いわば必要悪であり、人には忌み嫌われる存在ではあるものの、厄病神なくしては世の均衡が保てなくなるというわけだ。その役割を担う者である紗羅叉は、否が応でもその役割を果たさねばならない。

　しかし、紗羅叉は厄病神でありながら人々に災厄をもたらすのが大の苦手で、それこそがこんな山間の小さな神社に押し込められている理由でもあるのだ。

「でも、誰にどうやって？　あ～あ、気が重い……」

　厄病神として生まれてから、紗羅叉は一度もまともに人間に災厄をもたらした事がなかった。

　今の暮らしは紗羅叉にとって修行であり、父親によって行動範囲はここの近隣のみに限られている。したがって、紗羅叉が「一日一厄」の対象とできるのは近くに住む村人だけで、それもまた修行を滞らせる一因になっていた。

　なぜかといえば、村に住む人達に親しみを感じているから。

　紗羅叉は日常的に散歩に出かけており、村の様子や人々の暮らしぶりをこっそり見て回っていた。

　ただし、行くのはたいてい皆が寝静まった深夜の時間帯に限られている。

　能力が足りないとはいえ、紗羅叉は曲がりなりにも厄病神だ。もし自分とすれ違った事で村人が不幸になりでもすれば、申し訳ない。

　たまに昼間でも散歩する事はあるが、ぜったいに近づかないよう気をつけているし、間違っても人に見られたりしないよう細心の注意を払っていた。それでも散歩は楽しいし、同じ地域に住んでいるというだけで、人々との繋がりができたような気がする。

　一方的に知っているだけだが、紗羅叉にとって村人は大切な顔見知りだ。

　そんな人達に災いをもたらすなんて、到底できるはずもなく……。

　しばらくの間物思いに耽ったあと、紗羅叉は腰かけていた石段から立ち上がり、敷いていた麻布でできたハンカチを拾い上げた。

　草木染を施したそれは今着ているワンピースの端切れで作ったもので、淡い黄緑色をしている。

　一昨日降った雨のせいで石段が濡れており、ハンカチがほんの少し汚れてしまった。

　紗羅叉は階段を下りた先にある手水舎ちょうずやに行き、その横を流れる浅い小川にハンカチを浸した。

　何せ古くから無人であるばかりか、普段誰一人訪れる事のない寂れた神社だ。苔は境内のいたるところにはびこり、鳥居や石灯篭もところどころ緑色に染まっている。

　できる事なら、それらをすべて掃除して綺麗にしたい。けれど、それを実行に移したら父親にまた余計な事をするなと怒鳴られてしまうだろう。

　厄病神たる者、好むのは疫病が蔓延しやすい空気が澱んでいる場所であり、当然掃除などしないほうがいいに決まっている。

　しかし、紗羅叉は厄病神でありながら無類の綺麗好きで、掃除は日課であり整理整頓は基本中の基本だった。当然身だしなみもきちんとしており、仮にもボロをまといボサボサ髪のままで一日を過ごすなんてあり得ない。今着ているワンピースだって、洗いたてだしシミひとつなかった。もちろん、洗い替えの用意も万全だ。

「だいたい、厄病神の見た目がボロボロの老人の格好をしているとか、あくまでも人間が勝手にイメージした虚像なんだからね」

　神は人々に禍福をもたらす威霊であり、超越的な存在だ。これといった実体はないが、必要に応じてそれぞれの特性に合わせ、擬人化する。紗羅叉も、しかり。

　厄病神はその役割によって禍々しい存在とされており、一族の者は皆それらしき格好をしている。

　ある者は頭陀袋をまとい、またある者はつぎはぎだらけの着物姿だ。

　それがしっくりくるならいいが、綺麗好きの紗羅叉がそんな風体をするはずもなく、昔から今と同じような格好をしていた。

『厄病神なのに綺麗好きとは……。いくら末っ子でも、もう見逃せない。それが自らの能力を脆弱化させているのがわからんのか！』

　父親からの叱責は無理もない事だが、日課である掃除洗濯と身なりを清潔に保つのだけは、どうしてもやめられない。

　母親は、まだ矯正の余地があると考えている様子だ。けれど、持って生まれた性分は直しようがないし、こうして故郷から離れている今、自分の綺麗好きにますます拍車がかかってきているような気がしている。

「よし、これで綺麗になった」

　ハンカチを洗い終えた紗羅叉は、立ち上がろうとしてふと背後に人の気配を感じた。しかし、神社の周りには父親によって特別な結界が張られており、人間は立ち入る事ができないようになっている。

　そうでなくても、周囲には草木が生い茂り、人目を憚るように神社を覆い隠していた。

　それに目を付けた紗羅叉の父親は、ちょうどいいとばかりに娘をここに封じ込めた。そして、邪魔が入らないよう念には念を入れて、この神社の存在を人々の記憶から消し去ってしまっているのだ。

　人の気配がしたのは、ただの勘違い。おそらく気まぐれな風が少し遠くにある村の空気を運んできたせいだったのだろう。

　そんなふうに思いながらハンカチを絞り、立ち上がろうとして腰を上げる。そのまま階段を上ろうとした時、背後から澄んだ声が聞こえてきた。

「こんにちは。ここで何をしてるの？」

　いきなりうしろから話しかけられ、紗羅叉は振り返りざまに「きゃっ」と声を上げた。

　その拍子に小川の中に尻もちをつきそうになり、あわてて手をばたつかせる。

　おそらく助けようとしてくれたのだろう。声の主が紗羅叉の手を取って引っ張ってくれたが、その甲斐もなく小川に転げ落ちてしまう。

「わぁっ！」

　その拍子に声の主も小川の中に足を踏み入れてしまい、膝から下がびしょ濡れになってしまった。

「ご、ごめんなさい！　大丈夫？」

「うん、靴と靴下とズボンが濡れちゃったけど、大丈夫だよ」

　紗羅叉は何とか体勢を整えて川底から起き上がった。声の主は年の頃七、八歳の男の子で、黒いランドセルを背負った姿でニコニコと笑っている。

　紗羅叉は立ち上がりざまに男の子の全身に目を走らせて、怪我の有無を確認した。

「怪我もしていないみたいだし、よかった――って、あなた、私が見えるの!?」

　途中からそれに気がついて、紗羅叉は素っ頓狂な声を上げた。男の子はちょっとびっくりしたような顔をしたが、笑顔のままこっくりと頷く。

「うん、見えるよ」

「な、なんで!?　ど、ど、どんなふうに見えるの？」

　紗羅叉は曲がりなりにも神であり、人間に姿が見えるはずがない。

　それなのに、どうして――。

　目を剥いて驚いていると、男の子が首を傾げながらこちらの顔をじっと見つめてきた。

「髪はおかっぱで、色白のお姉さん。背の高さは僕よりも二十センチくらい高いかな？」

　男の子が背伸びして紗羅叉の身長を計ろうとする。

　紗羅叉は男の子の顔をまじまじと見つめ、彼の目に確かに自分が映っている事を確認した。

　男の子は日本人にしては色が白く、目の色もよく見なければわからないが、焦げ茶色に青緑色を混ぜたような不思議な色合いをしている。

「み、見えてる……。本当に私が見えてるのね？　って事は、あなたは人間じゃないの？」

「僕は人間だよ。お姉さんは違うの？」

　まっすぐに見つめられて、紗羅叉は瞬きも忘れて男の子に見入った。

　見たところ人間に間違いないが、彼が何かしら普通ではない能力を持っているに違いない。それが何なのかはわからないが、考えるのは後回しだ。

「と……とにかく、濡れたものを乾かさなきゃ。一緒に来て――えっと、名前は？　私は紗羅叉」

　右手を差し伸べると、男の子がにっこりと微笑んで右手を差し出してきた。

「僕は風真ふうま。苔桃こけもも小学校の一年生だよ。よろしくね、紗羅叉お姉さん」

　思いのほかフレンドリーな風真に、紗羅叉は少なからずたじろいでぎこちなく笑いかける。

「よ、よろしく」

　紗羅叉は風真の手を取って軽く握ったあと、それを左手に持ち替えて彼と並んで階段を上り始めた。

　自分の姿が見えるのも不思議だが、そもそも生い茂った草木を乗り越えてここまで辿り着けたのも驚きだ。

（それにしても、すごく可愛い子だなぁ）

　風真は目鼻立ちがはっきりしており、まるで西洋人形のような綺麗な顔立ちをしている。サラサラとした髪は短すぎないショートヘアで、色は焦げ茶色だが日が当たると明るい栗皮色に変わった。

　聞きたい事はたくさんあるが、とりあえず今は社務所に行って濡れたものを乾かさなければ……。

　チラチラと隣を窺いながら進む紗羅叉をよそに、風真はキョロキョロと辺りを見回しながら階段を上っている。

　本殿に向かって左手にある社務所の戸を開け、中に風真を通した。そこには一応電気も水道も通っており、今の時期の必需品である電気ヒーターとこたつもある。それらは紗羅叉には必要ないものだが、ここには暖を求めてやってくる動物達がいるのだ。

　屋内には四畳半の板の間があり、手前の土間よりも一段高くなっている。その真ん中に敷かれた敷物の上には、小さなこたつが置いてある。

「濡れた靴下とズボン、洗って乾かすから脱いでくれる？」

　沙羅叉は四畳半に風真を通すと、電気ヒーターの電源を入れた。手渡された衣類をたらいに入れ、溜めてあった小川の水で軽く揉み洗いをする。幸いにも、靴下もズボンもさほど汚れていない。

　洗い終えると、沙羅叉は部屋の天井から吊ってある麻ひもをピンと張って物干しにした。

「あまり汚れてなくてよかった。寒いだろうからこたつに入ってね。もう電源は入れてあるから――あっ、中いる子を蹴飛ばさないよう気をつけてね」

「わっ、猫だ！」

　言っている先から風真がこたつ布団をめくり、中にいた白猫を見て目をキラキラと輝かせる。

「この子、お姉さんの飼い猫？　名前は何ていうの？」

　白猫はメスで、見た目からするとたぶん一、二歳くらいだろう。ある時何かに追われるように鎮守の森から飛び出てきて、紗羅叉のワンピースにしがみついてきて以来の縁だ。

「飼い猫じゃないけど、最近よく遊びに来てくれるのよ。身体が白いからシロって呼んでるの。この子のほかにも猫は何匹かいるし、犬やイタチ、タヌキが来る事もあるわ」

　それらは皆鎮守の森や近隣の山に住む小動物達で、紗羅叉がここに住み着いて以来、入れ代わり立ち代わり顔を見せてくれる。

　そんな時、動物達はたいていお腹を空かせており、沙羅叉はその度に山で採ってきた木の実やきのこなどを調理したものを分け与えていた。

「へえ、楽しそうだね」

「楽しいわよ。たまに怪我をしたり病気になってここに来る動物もいるから、その時はここで看病したり山で採れる薬草を使って手当したりするの」

「そっか。うちにも茶太郎ちゃたろうっていう名前の犬がいたけど、去年死んじゃったんだ。おばあちゃんは、二十年以上生きたから大往生だって言ってたけど」

「ああ、茶太郎ね！　たしか、目の上に黒丸の毛がある子だったよね」

「え？　お姉さん、茶太郎の事を知ってるの？」

「ええ、散歩をしている時に何度か見かけた事があったから。って事は、風真君は天上あまがみさんとこの子供なのね。庭に中くらいの松の木が三本ある──」

「うん、そうだよ！　僕、あの家に、おばあちゃんと二人で暮らしてるんだ」

　風真が嬉しそうに声を張り上げる。

　彼曰く、両親は彼が生まれてすぐに亡くなっており、物心ついた時から母方の祖母と二人きりの暮らしだったようだ。

「何度も僕の家の前を通ってるのに、僕は、お姉さんの事は一度も見かけた覚えがないなぁ。なんでだろう？」

「そ、それは……」

　不思議そうに首を傾げる風真の膝に、シロがぴょんと飛び乗ってゴロゴロと喉を鳴らす。

　紗羅叉は、それを見て目をパチクリさせた。

「風真君すごい！　シロは結構気が荒くて、ほかの動物達ともよく喧嘩するのよ。それなのに、はじめて会った風真君に懐くなんて――」

　紗羅叉が驚いていると、風真が何でもないといったふうにシロを抱きかかえて頬ずりをする。

「僕、動物にはよく好かれるんだ。ところで、お姉さんってここに住んでるの？　もしかして神主さん？　それなら、僕が通ってる小学校の近くにある神社は知ってるよね？　夏祭り、行った？　あそこの神主さんとは知り合いなの？」

　矢継ぎ早に質問をされて、紗羅叉は濡れた靴下を絞りながら、どう答えようか思案した。

　風真の言う小学校近くの神社は知っているが、そこは紗羅叉が動き回れる範囲の外にある。

　よって、そこには行った事がないし、神主の顔すら知らなかった。そもそも、厄病神である自分は人との接触を避けて暮らしているのだ。

　紗羅叉は元来嘘が苦手で、無理につけば罪悪感にさいなまれ、必ずと言っていいほどバレてしまう。

　ましてや、相手はまだ子供だ。ここは下手に嘘などつかず、ありのままに話したほうがいいと判断する。

「私はここに住んでるけど、神主じゃないの。風真君の言う神社は、あるのは知ってるけど行った事はないし、神主さんも知らないかな……」

「そうなんだね。神主さんじゃないなら、普段は何をしてる人なの？　家族は一緒にいなさそうだけど、どこにいるの？　あ、ちょっと待って、僕、当ててあげる！」

　風真がシロを撫でながら、そんな提案をしてきた。彼は目をくるくると動かしながら、何やらシロと話すようなそぶりをする。

「ふぅん……へえ……そうなの？　僕もそうだと思ってた！」

　風真が、はしゃいだ声を上げる。

　人間である風真が、猫と話せるとは思わない。けれど、彼はしきりと頷きながらシロの口元に耳を押し当てている。シロが「にゃー」と鳴き、風真の頬に鼻面を擦りつけた。

　まるで本当に話をしているように見えて、紗羅叉はにわかにあわて始める。

「にゃおん。にゃお～ん」

　立て続けに鳴き声を上げるシロを見て、紗羅叉は咄嗟に口の前に人差し指を立てて「しーっ！」と言った。それを見た風真が、可笑しそうにぷっと噴き出す。

「お姉さんったら、面白いな。そんな事をしてもシロが話すのは止められないよ」

　風真が言い、引き続きシロの話を聞くようなしぐさをする。

　どう考えても人間と猫が話せるはずがない。そうとわかっていても、ついソワソワして風真とシロの様子を窺ってしまう。

　人間と同じで、神にも得手不得手があるし、できる事とできない事がある。

　厄病神は人に災厄をもたらす事はできるが、それ以外の能力はまったくないか、あっても微々たるものだ。

　紗羅叉は、ある程度動物の気持ちを汲み取ったりできるが、直に話す能力はない。

　それなのに、目の前にいる人間の男の子にはそれがあると言うのだろうか？

　そんなはずがあるわけがない――と思うものの、ここに辿り着いて厄病神である自分が見えている時点で、風真は常人ではなかった。

「ねえ、もしかして本当にシロと話してるの？」

「話してるよ。でも、動物は喋れないでしょ。だから、こうして耳を傾けて思っている事を聞き取るんだ」

　風真が当たり前のようにそう言って、シロの背中に腕を回した。

「まだ、はっきりとわかるわけじゃないけど、練習すればもっと上手に聞いてあげられるんじゃないかって思ってるんだ」

　シロが何を伝えたのかわからないが、風真は何かしら納得したようにウンウンと頷き、紗羅叉を改めてまじまじと見つめてきた。

　その様子からすると、どうやら彼は本当に動物と話ができるようだ。そうであれば、自分よりも高い能力を持っている可能性も無きにしも非ずで――。

「ふぅん。お姉さんって、人間じゃなくて厄病神なんだね」

「え!?」

　突然正体を見破られて、紗羅叉はあたふたとなって持っていた靴下を落してしまった。

　風真の膝から下りたシロがそれを咥えてブンブンと振り回す。

　彼が面白がって声を上げて笑っている横で、紗羅叉は石のように固まって身動きが取れずにいる。

『もし人間に厄病神である事がバレたら、ただでは済まないぞ』

　父親からそう言われている沙羅叉にとって、風真の一言は痛烈な一撃だった。しかも、彼はなおも無邪気な顔で、紗羅叉について新しく知った事実を突きつけてくる。

「近所のおじさんが言ってたんだけど、厄病神って人に災いをもたらす神様なんでしょ？　おじさんは、『俺は今年、厄年だから厄落としをしなきゃな。そうじゃないと厄病神に憑りつかれる』んだって。そう言った時に詳しく話を聞いたから知ってるんだ」

　ズバリと言い当てられ、紗羅叉はさすがに色を失くした。まだ小学一年生だと思って油断していたが、風真は見た目よりもずっと物事を知っており、難しい言葉も使いこなしている。

　紗羅叉は、今更ながら風真の利発さとカンの良さに舌を巻いた。

「漢字だって教えてもらったよ。ほら、そこに貼ってある紙に書いてある『一日一厄』の『厄』って字を使うよね？　なんだか、先週学校で習った『一日一善』と似てるね」

　風真が壁に貼ってある「一日一厄」と書いてある半紙を指して、何かしら思い立ったような顔をする。そして、ランドセルから辞書を出してパラパラとめくり始めた。

　こっそり様子を窺っていると「厄」「災い」「厄病神」などを調べている。

「……つまり、厄病神のお姉さんは、一日に一回は人に災いをもたらすのが目標なんだね？」

　あっけらかんとそう聞かれて、紗羅叉は渋々頷いてまた口を噤む。風真がここに来てちょっとしか経っていないのに、あっという間にここまでバレてしまうとは思いもよらなかった。

「ま、まあ、そういう事になるかな」

「ふむ……だけどシロは、お姉さんが大好きだって言ってるし、人を不幸にするような悪い神様には見えないなぁ。それに、ぜんぜん厄病神っぽくないもん」

　辞書にはところどころ挿絵が入っており、厄病神のところには案の定ボロをまとった老人の絵が載せられている。

「でも、お姉さんが本当に厄病神なら、この絵は正しくないって事だよね？」

「正しくないわけじゃないけど、中には私みたいなのもいるって事かな。あ……」

　ついうっかり、自分から厄病神だとバラすような事を言ってしまった。

　自分のドジっぷりにはつくづく愛想が尽きるが、今更否定しても、もう遅いだろう。

　一方の風真は、またシロの口元に耳を近づけている。

「なるほど……『一日一厄』って、お姉さんの宿題なんだね。でも、なんだかたいへんそうだね。お姉さん、そういうの苦手そうだし」

「にゃお～」

　風真の憶測を肯定するように、シロが大きく鳴いてシッポをゆらゆらとくねらせる。

「シロ、ちょっとおしゃべりが過ぎるんじゃない？」

　シロに向かって小声で話しかけるも、白猫はどこ吹く風とばかりに知らん顔を決め込んでいる。

　思えば、紗羅叉は野良でありながら頻繁にここに顔を見せるシロに対して、半分独り言のようにしていろいろな事を話しかけていたように思う。

　この調子だと、じきにぜんぶバレてしまうに違いない――。

　紗羅叉がどうしたものかと考えていると、シロが落ちた靴下を咥えてワンピースをよじ登ってきた。

　出会った当初はまだ子猫だったシロだが、今はもうだいぶ大きくなって片方の肩だけでは支えきれなくなっている。

「シロは悪くないよ。僕が勝手にシロの頭の中を探ったんだ。もしかして、知られたくない秘密だった？　もしそうなら、ごめんね」

　紗羅叉がこれまでに見てきた小学一年生は、もっと幼くて拙い喋り方をしていた。見かけは子供だが、風真はどこか普通とは違う利発さを持つ七歳児であるらしい。

　紗羅叉はシロから靴下を受け取り、緑がかったヘーゼル色の瞳と見つめ合った。

「できれば知られたくなかったかな……。でも、もう知っちゃったんだから仕方ないよ」

「にゃあああ」

　バレた事を脅威に思うが、ここは故郷から遠く離れた地上だ。

　ここで修行を始めてから五十年経つが、当初父親は進捗状況を見るために定期的にここに来ると言っていた。しかし、実際は一度も来ておらず、ずっと放置されたままだ。つまり、課せられた「一日一厄」の言いつけすら守れない末娘はもうとっくに父親に見捨てられているという事――。

　きっと父親は紗羅叉がよほど熱心に呼ばない限りは、ここに来る事はないだろう。

（だったら、別に問題ないか）

　北枕一族は、厄病神界の中でも格式も高く、出来損ないの紗羅叉は皆が隠したい汚点でもある。

　どうせ見捨てられたのなら、子供一人に身バレしたからといって深刻になる必要はない。

　けれど、村の人にここや自分の事が知られたら、困ったことになる。

　そんなふうに考えていると、シロが沙羅叉の肩から下りて風真の膝の上に戻った。

「お姉さん、心配しなくてもいいよ。僕、お姉さんやここの事は、ぜったいに誰にも言わないって約束する」

「ありがとう。そうしてもらえると助かる」

　思えば、こうして人と話すのは久しぶりだ。せっかくここに住んでいるのだから、本当はもっと村人の近くで皆の生活ぶりを見てみたい。けれど、厄病神の自分が近づくだけで何か悪い事が起きないとも限らない。

「そういえば、風真君は私と一緒にいても何ともない？」

「うん、何ともないよ」

「じゃあいいけど。それにしても、風真君って不思議だね」

　もしかして普通の人間じゃないんじゃない？

　もう少しでそう言いそうになったが、それをグッと抑え込む。

　仮にそうであっても、村で平穏に暮らしている子供に向かって言えるような台詞ではない。

「それを言うなら、お姉さんだって不思議だよ。だって、これを見てもぜんぜん平気そうだもの」

　風真がランドセルにつけてある、鈴付きのお守りをチョンとつついた。

「ああ、そうね。でも、私は昔からお札とかお守りとかはぜんぜん怖くないの。たぶん、持って生まれた性分のせいなのかも」

「きっとそうだね。ところで、お姉さんはどうしてここに住んでるの？」

　興味津々といった顔の風真が、笑顔でそう訊ねてきた。シロは彼の膝の上でウトウトし始めている。けれど、彼はまだ紗羅叉に関する事を知りたがるのをやめるつもりはないみたいだ。

　もうこうなったら話せるだけ話したほうが、スッキリする。そう思った紗羅叉は、靴下とズボンが乾く間に、自分が何者でどうしてここにいるのかを話し始めた。

『せめて、一日に最低ひとつは人に災厄をもたらせるようになりなさい。それができるようになるまでこの地を離れる事はできないから、覚悟して取り組むように』

　父親にきつくそう言い渡され、紗羅叉は以来今いる神社に住み続けている。

　一族の長である父親はたいそう厳しく、一度こうと決めたらぜったいに考えを覆さない。

　紗羅叉は彼の言いつけを守るべく、一度は奮起して必ずや期待に応えようとした。

　しかし、いざ村に行って人々に実行に移そうとしてみても、毎回躊躇してしまって結局はほんの少しの災いをもたらす事しかできなかった。

　その中で一番大きなものといえば、たまたま通りすがった青年を転ばせてかすり傷を負わせた事。

　しかも、紗羅叉としては石に躓かせるくらいで済まそうと思っていたのに、不可抗力でそうなってしまったにすぎなかった。

　こんな事では、永遠にこの地に留まり続けねばならず、一族の住む故郷にも帰れないだろう。

　それはとても寂しい事ではあるが、この頃ではそれも致し方ないと思うようになってきている。

「だって、皆さん一生懸命生きていらっしゃるんだもの。それに、人間には寿命があるでしょう？　私がもたらした災いのせいで、幸せな時間を少しでも削るのは申し訳ないわ」

　日本の中でも超がつくほどの田舎であるこの辺りは、この五十年の間で少しずつ人が減り、過疎化が進みつつある。村人のほとんどは専業農家だが、若者は皆別の職業を求めて村を出ていってしまい帰ってこない。

　長い目で見れば、いずれなくなってしまうかもしれない村であり、そうであるならなおさら今住んでいる人達には安寧に暮らしてほしいと思う。

『いつまでたっても半人前だな。ここまで出来損ないの厄病神が生まれるとは、一族にとっては、お前こそが災厄そのものだ』

　両親や一族の者に呆れられ疎んじられている自分は、いわば厄病神界のお荷物であり恥さらしだ。

　そう自覚しているからこそ現状も甘んじて受け入れ、このままひっそりと暮らしていければいいとさえ考えている。

　そんな事をつらつらと話している間に、紗羅叉は水屋でお湯を沸かし、鎮守の森で採ったビワの葉でお茶を淹れた。それに近くの山で採っておいた栗を焼いたものを添えて、こたつの天板の上に載せる。

「よかったら食べて」

　紗羅叉は風真の正面に座り、お茶と焼き栗を勧めた。

　人間とは違って、神は食べ物を必要としない。それでも、気が向けば森や山で少しの果実や木の実を採って口にしたり、それを焼いて食べたりする事もある。

　風真が礼を言い、早速焼き栗を口の中に放り込む。

「わっ……これ、ホクホクしててすっごく美味しいね！」

「ほんと？　よかった」

「お姉さんは食べないの？」

「私もちょっとは食べるけど、ぜんぶは無理かな。それに、お腹がすくって事がないから」

「そっか。神様だもんね。じゃあ、これからは僕が代わりに食べてあげるよ」

　これからは――。

　という事は、風真は今後もここに来るつもりなのだろうか？

　動物しか話し相手がいなかったから、正直とても嬉しい。けれど、人間である風真がここに来るのは、彼にとって好ましくないように思える。

　しかし、紗羅叉のそんな思惑をよそに風真は、とんでもない提案をしてきた。

「そうだ、僕、いい事考えた！　僕とお姉さんって、もう友達だよね？　せっかく友達になれたんだから、僕がお姉さんの『一日一厄』の相手になってあげるよ」

　真顔でそう言われて、紗羅叉はこたつから飛び出て、慌てて首を横に振った。

「ダ、ダメだよ！　大人相手でも嫌なのに、子供に災厄をもたらすなんてできるわけないでしょ」

「なんで？　僕なら平気だよ。これ、秘密なんだけどね……」

　風真が紗羅叉に向かって手招きをする。紗羅叉は何事かと思い、彼の隣に腰を下ろした。

「実は、僕には強い守護天使がついているんだ」

「しゅ、守護天使!?」

　日本に住む厄病神の末端にいる紗羅叉にとって、天使は畏怖の念を抱かずにはいられない高貴で尊ぶべき存在だ。

　故郷では外国の神々に関する知識など不要だとされており、以前は日本以外にも国がある事すら知らなかった。しかし、沙羅叉はここに住み始めて以来、村の学校の図書館に通い詰めており、新しい知識をどんどん取り入れている。

　天使とは天と人を繋ぐものであり、その在り方は多種多様。その中でも、守護天使なるものはどこまでも尊く光り輝き、守る者を決して傷つける事なく優しく導いてくれる存在だ。

　世界中の――いや、もっと広い範囲を覆い尽くす天には複数の神がおり、日本に住まう厄病神の末端にいる紗羅叉には理解の及ばない事は多々ある。

　この世に人間という存在が生まれ出て久しいが、それよりも前にあった天や神々との関係性は複雑でありながら単純だ。

　人はどこに住んでいようが、己が信じる神を崇め信仰する。

　日本がまだほかの国の存在を知らなかった時代ならいざ知らず、今や信仰という観点においては国という括りなど存在しない。よって、神や天使などの尊い者達は、国や地域を選ばずどこにでも存在する。

「うん。守護天使っていうのは、人を守り導いてくれる存在なんだよ。ぜったいに護る者を傷つけたりしないし、強くて優しくてキラキラでかっこよくて綺麗で――」

　風真曰く、自分の守護天使はルカエルという名前で、常に青白い光に覆われている崇高な存在であるらしい。天使の中でもかなり位が上であるようで、四六時中そばにいなくてもちゃんと風真の事を守護してくれているのだ、と。

　沙羅叉も過去一度だけ天使を見た事があった。その存在は高貴で、言葉に尽くせないほど美しかった。あの時の事は今でもはっきりと覚えているし、いつかまた会える日がくればいいと心ひそかに願い続けている。

「だから、ちょっとくらいの病気になったり怪我をしたりしても平気なんだ。試しに、ちょっと僕に災いをもたらしてみてよ」

　斗真がワクワクした様子で紗羅叉に災厄を催促してくる。その顔は無邪気で、いかにも小学一年生の男の子といった感じだ。

「無理だってば。そんな事をしたら、怒られるよ！」

「怒るって誰が誰を？　ルカエルは護る者に反対したり怒ったりしないんだ。だから、僕は怒られないし、僕がそうしてって頼んでるんだから、お姉さんだって怒られたりしないよ」

「そ、そう言われても……」

　もともと苦手な事を子供相手にするのは、どうにも気が進まない。紗羅叉がなおも渋っていると、風真が頬を膨らませてすっくと立ちあがった。

「そんな事じゃ『一日一厄』の言いつけは、ずっと守れないよ？　それに、秘密を教え合ったんだから、僕達ってもう親友でしょ。親友の頼みを聞けないなんてひどいし、聞いてもらえないなら僕は、もう村に帰って靴下とズボンがびしょ濡れになったわけを説明しなきゃいけなくなる――」

「ちょっと待って！　それは困るわ」

「じゃあ、早く試してみてよ。さもないと、この格好のまま帰っちゃうよ」

　厄病神相手に脅迫めいた事を言うなんて、たいした小学一年生だ。彼にせかされ、紗羅叉は仕方なく彼に言われたとおりにしようと試みる。

「わかった！　それじゃ……いくわよ、いい？」

　紗羅叉は自分を鼓舞すると、足を肩幅に開いて立ち、深呼吸をして息を整えた。風真のほうに掌を向けて「フンッ！」と声を出して力む。

「はっくしょん！　は、はぁっくしょん！　はっくしょん！」

　その途端、風真が立て続けに三回くしゃみをした。

　やり遂げたとばかりに、紗羅叉は肩の力を抜いてホッと一息つく。

「ふぅ、これでよし。風真君、『一日一厄』の相手になってくれてありがとう」

　紗羅叉がにっこりすると、風真が呆気にとられたような顔をしてポカンと口を開けた。

「え？　今のがそれ？」

「そ、そうだけど――」

「くしゃみなんか普通に出るし、こんなちっぽけなやつ、災いのうちに入らないよ」

「そんな事ない――と、思うけど……。だって、くしゃみ三回だよ？　ほら、ちょっとだけだけど鼻水だって出てるし」

「これじゃダメだってば。こんなんじゃ、いつまでたっても修行が終わらないよ。ほら、もっと頑張って僕に災いをもたらしてみて」

　風真がそう言った時、一瞬彼の身体がぼうっとした光に包み込まれた。それがカッと煌めき、まばゆいほどの青みを帯びた白光になる。紗羅叉は眩しさに耐えきれず光から身体ごと顔を背けた。

「風真、なんて物騒な事を言うのだ」

　突然光の中から風真ではない大人の声が聞こえ、紗羅叉は仰天して目を瞬かせた。

　眩しさが徐々におさまって、どうにか直視できるほどになると、紗羅叉は薄目を開けて風真のほうに向き直った。

　すると、風真の隣に白に近い金色の髪をした人がいる。その光り輝く姿にも驚かされるが、さらに度肝を抜かれたのはその背後に広げられた純白の翼の存在だった。

　それは、狭い社務所の中に収まりきらず、壁をすり抜けて外にまで広がっている。

　その優美さと力強さに圧倒され、沙羅叉はその場に棒立ちになった。

「ルカエル、心配しなくても大丈夫だよ。このお姉さんは、厄病神だけど僕の親友だから」

「ふむ……これまでのいきさつは、すべて天から見ていたからわかっている。むろん、私が風真の守護天使でいる限り、厄病神に傷つけられる心配はないが――」

　風真達が話している横で、沙羅叉は声のない叫び声をあげる。

（しゅ、守護天使!?　じゃあ、この方が風真君の守護天使様なの？）

　頬がピクピクと痙攣し、身体がガタガタと震え出す。

　風真がルカエルと呼んだ守護天使が、チラリと紗羅叉を振り返った。その視線は言葉では言い尽くせないほど強く、紗羅叉はそれに射抜かれたようになって身動きが取れなくなる。

「ルカエルったら、お姉さんを怖がらせちゃダメだよ」

「怖がらせてなどいない。私はただ、風真の事が心配でここにやってきただけだ」

　ルカエルが風真に視線を戻し、優しさに溢れた表情を浮かべる。

　紗羅叉は声も出せないまま目の前の光景に見入り、口をパクパクさせた。

　羽衣のような衣装に、光り輝く白金色の長髪――。

　一目見るだけでも畏れ多いその姿に、紗羅叉は確かな見覚えがあった。

　一度見たら、ぜったいに忘れる事はない。

　ルカエルは、かつて沙羅叉が面倒を見ていた白鹿を一瞬で癒してくれた天使だ。

　驚きすぎて呆けたようになっていると、ルカエルが自分に注がれる視線に気がついた様子で、再度紗羅叉のほうを見た。

「そこの厄病神」

　眉を顰めるミカエルの翼が、バサリと音を立てて辺りに風を巻き起こした。

「いかにも、私は風真の守護天使だが……。厄病神よ、もしや私が見えるのか？」

　ルカエルの青い目が、まっすぐに紗羅叉を捉らえた。それと同時に、身体の中にビリビリとした電気のようなものが走り抜ける。

「は……はい、しゅ……ご天使様」

　紗羅叉は返事をするなり、その場にひれ伏した。まばゆい姿を見つめ続けたせいか、目の前がチカチカする。

「名は？」

「さ、紗羅叉と申します。……お、恐れながら、私はあなた様を以前お見かけした事がございます」

「私を？　いつ、どこでだ」

「四十五年ほど前に、鎮守の森でお見かけいたしました。私は、当時怪我をして苦しんでいる白鹿の世話をしておりました」

　沙羅叉は自分がこの近くにある神社に住んでいる事や、白鹿と出会い怪我の手当てをした経緯などを話した。

　そうしている間に、ルカエルが広げていた翼を閉じて、辺りを照らす光の強さを弱めた。

「それならよく覚えている。あの時、白鹿は傷に薬草の汁を塗り込んでもらっていた。そうか……そなたが白鹿の治療をしていたのか」

「はいっ……。けれど、私では力足らずで白鹿は弱る一方でした。そこへ、あなた様がいらっしゃり、一瞬で怪我を治してくださいました。私は、それを物陰から見ていたのです」

　はじめて見る天使と高貴な行いを目の当たりにして、紗羅叉は心から畏怖の念を抱くと同時に、その存在に強く憧れる気持ちを持ったのだ。

　当時の記憶は今も新しく、時折思い出しては心をときめかせていた。

　再会を願っていたが、まさか本当に会えるとは思ってもみなかったのに――。

　サラサラという衣擦れの音が聞こえてきて、床に額をつけて伏している沙羅叉の前で止まった。

　尊い存在を盗み見た事を叱責される──。そう覚悟して硬く目を閉じていると、そうしようと思わないのに勝手に上体が起き上がった。

「ひっ……」

　続いて顎がクイと上を向き、閉じていた目がパッチリと開く。

　目前に片膝をついてこちらを見ているルカエルがいる。

　さっきよりもずっと近い位置にいる守護天使に圧倒され、紗羅叉は正座したまま大きくうしろに仰け反った。

　遠目に見た時もそう思ったが、間近で見るルカエルは驚くほど美しい容姿をしている。

　目は綺麗な空色で、唇の色は花開いたばかりの桜の花のようだ。

　神同様、天使には実体がない。その上、性別もないと言われているが、今のルカエルは人間の男性として姿を現している。

「そうか」

　再会の感動に震える紗羅叉をよそに、ルカエルは目前の厄病神を見据えたまま何やら考え込んでいる様子だ。

「ルカエル、どうしたの？　何だか難しい顔をしてるね」

　風真に問われて、ルカエルがゆっくりと彼のほうを振り返った。

「この者が住んでいる神社は、とても清潔に保たれているし周りの空気も澄んでいるようだ。私の知る厄病神は、そういう環境を好まないはずだが……。それに、私の存在は、ある程度位の高い者か、私がそう仕向けた者にしか見えないはずだ。それなのに、どうして厄病神であるこの者に私が見えるのだ？」

「さあ……それは、お姉さんが厄病神にしては綺麗好きで優しい心を持っているからじゃないの？」

　ルカエルが訝し気に眉を顰めながら、社務所の中をぐるりと見回した。そして、左手で紗羅叉の背中をすくい上げるようにして助け起こすと、おかっぱ頭の上に右掌をかざすようなしぐさをする。

「なるほど、この者は厄病神でありながら並外れて綺麗な心を持っているようだな。その特性のおかげで、私の姿が見えるのだろう。しかし、だからといって風真に災厄をもたらすのを許すわけにはいかない。今後、この子に関わる事は私が許さない。よいか、厄病神。風真、もうここに来てはいけない。いいか？」

　ルカエルが風真を振り返ると、彼はたちまち頬を膨らませて守護天使に抗議した。

「そんなの嫌だよ！　僕とお姉さんは、もう親友同士なんだよ。もっと話したいし、一緒に遊んだりしたいんだ。お姉さん、僕、またここに来てもいいよね？」

　風真に訊ねられて、紗羅叉はルカエルのほうを窺った。自分としても風真と同じ気持ちだし、できる事なら彼と交流するのを止めてほしくない。

　紗羅叉が答えるのを躊躇していると、風真がルカエルの手を取ってなおも訴えかける。

「ルカエル、お願いだよ。僕がここに来るのを邪魔しないで。守護天使は僕を護るけど反対はしないんでしょ？」

「うむ……いかにも、護る者の意志を尊重するし、邪魔はしない」

「だったら、いいよね？　ね、いいって言ってよ」

　風真に頼み込まれて、ルカエルが少しの間考えたのちに、微かに首を縦に振った。

「よかったぁ！　僕、すっごく嬉しい！」

　風真が紗羅叉の手を取って、嬉しそうにピョンピョンと跳ね回る。

「僕、ずっとなんでも言える親友がほしかったんだよ」

　風真が言うには、彼は昔から自分が持つ特別な能力に気づいており、ほかの子供とは違う事も理解していた。

　ルカエルの存在など、風真には秘密にしておかねばならない事が多い。そのせいか、友達はいるが親友と呼べるほど親しくはなれず、ずっと寂しい思いをしてきたらしい。

「私は、逆に能力がないせいで、ずっと親友ができなかったの。だから、私も風真君と親友になれて、すごく嬉しいわ」

　この世に生まれ出てもうずいぶんと経つが、まさか三百歳近く年下の親友ができるとは夢にも思わずにいた。

　種族は違うし、わずかな時間しかともに過ごしていないけれど、不思議と心が通い合っているのがわかる。これはもう理屈じゃない。きっと、互いの魂がどこかで繋がっていたのではないかと思うほど、風真との絆を感じている。

　風真に誘われて、紗羅叉は彼と手を繋いだまま板の間を跳び回った。

　そんな二人を、ルカエルが静かに見守っている。

　きっと、厄介な事になったと思っているに違いない。けれど、今の沙羅叉は、それが気にならないほど大きな喜びを感じていたのだ。

















第二章　思いがけない展開












　寒かった冬も過ぎて、神社の周りに残っていた雪もすっかり解けてなくなってしまった。

　近隣の山にはカタバミやヤマブキの花が咲き始め、社務所の軒先に作られた巣にも、いつの間にかツバメが戻ってきている。

（風真君、どうしてるかな……）

　つい二カ月前に彼とはじめて会い、親友になって、いろいろな事を話した。

　神社は風真の家と学校の間にあるとはいえ、下校途中に立ち寄ろうとすればかなり遠回りになる。

　それも厭わず遊びに来てくれていた風真だったが、つい先日、彼をずっと一人で育ててくれていた祖母が亡くなってしまった。

　そうと知ったのは、いつものように夜中の散歩に出かけている途中の事――。

　あと少しで風真が住む家に差し掛かるというところまで来た時、門前に葬式用の提灯がぶら下がっているのを見た。

　驚いて家の中を覗いてみると、喪服を着た人達が大勢集まってきており、風真の姿はどこにも見当たらなかった。夜も遅いから、おそらく奥の間で眠っていたのだと思う。

　祖母を亡くした彼の心情を思うと居ても立っても居られない気持ちになったが、人が大勢いるそこに近づくわけにはいかなかった。

（もしかして、私のせいなんじゃ……）

　紗羅叉は曲がりなりにも厄病神だ。いくら今まで風真のそばにいて何事もなかったとはいえ、可能性はないとは言えない。

　取るに足らない微々たる力でも、彼と同じ時間を過ごすうちに日々蓄積されて、風真の祖母に何らかの影響を及ぼしたとしたら……。

　そう考えた紗羅叉は、直ちにその場から立ち去り、以来神社から一歩も出ずに過ごしてきた。

　会いたいが、自分のせいでまた風真を不幸にするような事だけは、あってはならなかった。けれど、葬式以来、ずっと顔を見せない彼がどうしているか気になって仕方がない。

　そして、三月はじめの日曜日である今日、沙羅叉はついに我慢の限界を迎えた。

　たとえ遠くからでもいい。風真がどうしているか知るために、沙羅叉は夜遅くなってから神社を出発した。

「行ってくるね、シロ」

「にゃお」

　空はちょうどよく曇っており、けもの道を通る足元は暗闇に包まれている。

（風真君の様子を見たら、すぐに帰ろう。元気でいるならそれに越した事はないし、元気でなくても私には何もしてあげられない……）

　いずれにしても、厄病神である自分が、これ以上風真と関わるのはよくない。

　やはり、ルカエルの言うとおりにすべきだった。

　紗羅叉は、今日を限りに風真と会うのをやめようと心に決めて夜道を歩き続ける。まもなくして村はずれに到着し、風真の家の門が遠くに見えてきた。

（風真君のおばあさん、とても優しそうな人だったな）

　以前見かけた彼女の姿を思い浮かべながら、紗羅叉は静かに手を合わせた。

　辺りには誰一人おらず、今なら家の中の様子を窺う事ができるかもしれない。そう思いながらさらに歩き続けていると、突然前に立ちはだかる人影に行く手を阻まれてしまう。

「ル……ルカエル様っ……」

「声を出すな。ここでは人目に付くから、少し上に行こう」

　不意に現れたルカエルが、そう言うなり紗羅叉を小脇に抱えて、ふわりと浮き上がる。

　驚いて声を出す暇もなく身体が上昇して、気がついた時には村で一番高い木の枝にルカエルと並んで腰を下ろしていた。

　およそ二十メートル下に、風真の家が見える。村の人々はもう寝静まっているようで、ほとんどの家の灯りは点いていない。

「あの……風真君は今、どうしていますか？」

「案ずるな。あちこちから親戚の者が集まってきていて、皆でちゃんと面倒を見てくれている」

　ルカエルによると、葬式以来風真の家にはたくさんの親戚が寝泊まりしており、常に誰かしら彼のそばにいてくれているようだ。

「そうですか。よかった……」

「しかし、当然ながら風真は今、祖母を亡くしてたいそう悲しんでいる。それに、そなたにも会えなくなって、かなり気落ちしているようだ」

　ルカエルが言うには、風真は絶えず人がいる環境下にいるが、心には孤独の風が吹きすさんでいるらしい。

　誰かと一緒にいても、それだけで寂しさが埋まるわけではないし、かえって一人ぼっちである事を身に染みて感じたりする。

　風真の心情を思い、紗羅叉はますます居たたまれない気分になった。

「私も風真君に会えなくて、とても寂しいです。でも、私は厄病神だから……。やはりルカエル様の言うとおり、私はそばにいてはいけないんだって……。もしかしたら、風真君のおばあさんが亡くなったのは、私と関わったせいかもしれないって――」

　紗羅叉が自分の考えを明かすと、ルカエルは静かに首を横に振った。

「そうではなく、寿命だ。言っておくが、私が風真を守護している限り、彼の人生に余計な波風は立たない」

　ルカエルがキッパリと言い切り、沙羅叉の目をじっと見つめてくる。

　彼ほど高貴な天使が守護しているのだ。ただでさえ無能な自分が、風真の人生にほんの少しでも影響など及ぼせるはずがない。

「そっ……それもそうですね」

　よく考えもしないで的外れな事を言ってしまい、紗羅叉は大いに恥じ入って小さくなる。

　それと同時に、風真の祖母の死が自分のせいではなかったと知って心から安堵した。

「だから、余計な心配せずに風真に会ってやってくれまいか。風真はもうしばらくは神社には行けないだろうから、紗羅叉のほうから会いに来てやってほしい。引き受けてくれるか？」

　ルカエルが沙羅叉の肩に、そっと掌を置いた。

　沙羅叉は少なからず驚いて、うっかり座っている木の枝から落ちそうになってしまう。

「わわっ！」

　神だから落ちても死んだり怪我をしたりすることはない。けれど、それなりにダメージはある。

　沙羅叉は一瞬落ちるのを覚悟したが、ルカエルが沙羅叉の肩を抱き寄せて落下を防いでくれた。頬が彼の胸にぴったりとくっつき、身体ごとルカエルに寄りかかるような格好になる。

「あ……ありがとうございます。あ……あのっ、風真君のために私にできる事があるなら、何だってやります！　風真君が私に会いたいと思ってくれているのなら、毎日顔を見せて元気づけてあげたいと思います！　だって、私と風真君は親友だから――」

　時折つっかえながらも、沙羅叉は自分が思っている事をルカエルに伝え切った。

　抱き寄せられているから、彼がどんな表情をしているのかは、わからない。けれど、ルカエルがまとっているオーラはとても優しく、そばにいるだけで心が温かくなるほど穏やかだ。

「よく言ってくれた。風真もさぞかし喜ぶだろう」

　ルカエルがそう言うと同時に、彼が沙羅叉を抱き寄せている腕の力が強くなった。

　沙羅叉は密かに目を見開いて、全身を硬直させる。よもや、守護天使と身体を寄り添わせる日が来るとは……。

　しかも、風真に会ってくれるようルカエルに依頼までされたのだ。

　厄病神の自分でも、二人の役に立てる──。

　沙羅叉はそれを心から嬉しく思い、ルカエルへの感謝の気持ちで胸をいっぱいにした。

　再び身体が浮き、沙羅叉はルカエルとともに風真の家の前に降り立った。中の灯りはすべて消えており、もう皆寝静まっている様子だ。

　ルカエルの手が離れ、沙羅叉はようやくまともに息ができるようになった。

「ルカエル様、本当にありがとうございます」

　沙羅叉は深々と頭を下げて、彼に礼を言った。顔を上げると、ルカエルが微笑みながら沙羅叉のほうに手を伸ばしてくる。

「礼には及ばない。それに、私の依頼を引き受けるという事は、大いなる功徳になる。見返りに何かひとつだけ願い事を叶えてやれるが、あれば申してみよ」

　ルカエルの指が、沙羅叉の髪の毛に絡んでいたらしい木の葉を取り払った。それはキラキラと光りながら地面に落ちて、どこからか吹いてきた風に乗って暗闇に消えていった。

「い、いいえ。私には願い事などありませんし、風真君に会いに来るのが私の望みでもありますから」

　守護天使に願いを叶えてもらうなど、畏れ多い！

　ルカエルの申し出を辞退すると、沙羅叉は肩を縮こめるようにしてかしこまった。

「そうか。では、明日にでも会えるよう取り計らおう」

「お願いいたします」

　その夜は、ルカエルの力を借りて眠っている風真の顔を見るだけに留め、翌日の朝に再度彼の家に出向いた。

　会えるのは人が寝静まった夜に限られているし、時間もそう長くない。けれど、沙羅叉は連日風真に会いに行って彼に寄り添い続けた。

　予想していたとおり、再開当初の風真は可哀想なほど沈み込んでいた。だが、それでも会えば明るい顔を見せてくれたし、何度も通ううちに少しずつ元気を取り戻していっているように思う。






　それからふた月が経ち、季節は春に移り変わった。

　風真は小学二年生になり、去年の春に比べると身長がかなり伸びた。元気に学校に通っているし、彼の家には近所に住んでいた亡き祖母の妹夫婦が移り住み、何くれとなく面倒を見てくれている。

　二人ともとてもいい人で、もともと頻繁に行き来していた事もあって、風真の事を本当の孫のように思ってくれている様子だ。

　しかし、如何せん彼等も高齢であり、風真が大人になるまで一緒にいられるかどうかわからない。

　そこで、妹夫婦を含めた親戚一同が話し合った結果、風真は来春に都会に住んでいる夫婦に引き取られる事になった。

　そうと決まった次の日の早朝、紗羅叉はいつも風真と待ち合わせている彼の自宅裏にある蔵の中にいた。いつもは二人きりだが、今日はルカエルも同席しており、紗羅叉はたった今、彼からその話を聞いたところだ。

「えっ……じゃあ、もう風真君には会えなくなるんですか？」

「そういう事になるだろうな。新しく風真の親になる人達は、彼の母親の従姉夫婦だ。二人とも心優しい者達だから、大事に育ててくれる事だろう」

　従姉夫婦は、かねてから子宝に恵まれるのを待っていたが、訳あってそれが望めなくなったのだという。彼等は親戚の集まりなどで風真と何度か顔を合わせた事があるようで、以前から養子縁組の件は考えていたようだ。

　諸々の準備や夫婦の仕事の関係で、実際に風真が都会に行くのは彼が小学三年生に進級する直前になるらしい。今からだと、まだ十カ月ほどある。けれど、たったそれだけの月日が流れたあと、風真はここからいなくなってしまうのだ。

「僕、嫌だよ……。引き取ってくれるおばさんとおじさんは、すごくいい人だってわかってる。でも、お姉さんと離れたくない！　僕、また一人ぼっちになっちゃう……」

　そう言って涙を浮かべる風真を見て、紗羅叉は今までに感じた事もないほど胸が痛んだ。

　できる事なら、風真についていってあげたい――。

　けれど、修行中の身である自分は、この地を離れる事はできないのだ。

「あっ……そうだ」

　沙羅叉は、ふと思い立ち、ルカエルのほうに向きなおった。

「ルカエル様、以前私が風真君に会えるよう段取りをしてくださった時、こうおっしゃいましたよね？『私の依頼を引き受けるという事は、大いなる功徳になる。見返りに何かひとつだけ願い事を叶えてやれる』と」

「確かにそう言った。しかし、そなたは願い事などないし、風真に会いに来るのは自分の望みでもあると言って辞退したな」

「はい、そうでした。でも、今の私にはぜひとも叶えたい願い事があります。大それた事ではありますが、どうか叶えてくださいませんでしょうか？」

　紗羅叉は蔵の床に跪き、ルカエルに向かって手を合わせた。

　尊い存在に対して、なんと厚かましい事を言っているのだと思う。けれど、残り少ない大切な時間を、ただ漫然と過ごすわけにはいかなかった。

「そうか。では、遠慮せずに言ってみよ」

「は、はい……では、言わせていただきます。風真君がここを去るまでの間だけでいいですから、人間になって風真君のお母さんとしてこの家で一緒に暮らしたいんです。それと、もしお赦しくださるなら、ルカエル様にお父さんになってもらって、残された月日を三人で一緒に暮らしたいと思います！」

　咄嗟に思いついた事とはいえ、あまりにも分不相応な願いだとわかっている。

　それでも、これからの十カ月を大切にしたい。そう強く思う気持ちが、紗羅叉に大それた発言をさせていた。

　風真が都会に行ってしまえば、もう二度と彼に会えなくなってしまうかもしれない――。

　風真を養子にする予定の夫婦は、双方の両親ともども都会に居を構えている。いくら村に大勢の親戚がいるとはいえ、そう頻繁にこの村に帰省する事はないだろう。

　それに、その時に必ず会えるとは限らない。

　もしかすると、これが今生の別れになるかもしれないし、もしそうであれば、これが最後の機会になる。

　一緒にいられる間に、風真の思い出に残るような時間をたくさん作りたいし、そのためには家族として一緒に暮らすのが一番だと思ったのだ。

　紗羅叉は二人の前でそう語り、必死になってルカエルに訴えかけた。

「お願いです。風真君と家族として過ごした思い出を、新しい生活への餞はなむけにしたいんです！」

「ルカエル、僕、そうしたい！　僕とお姉さんとルカエルとで、人間の家族として思い出を作りたい！　ねえ、いいでしょう？」

　紗羅叉の提案が気に入った様子の風真が、すぐさま加勢してくれた。

　それに勇気を得て思い切って顔を上げると、こちらを見下ろしてくるルカエルと正面から目が合った。抑えてくれているとはいえ、常に光をまとっている彼を直視するには目を細めずにはいられない。

　紗羅叉は目をパチパチと瞬かせながらも、思いを込めてルカエルをまっすぐに見つめ返した。

「ふむ、いいだろう」

　呆気なく承諾してもらって、沙羅叉はびっくりして地べたにへたり込んだ。

「えっ!?　いいんですか？」

「風真には余計な悲しみは不要だ。これも、守護天使である私の役割のひとつだからな」

「わぁい、やった～！」

　風真が小躍りして喜び、紗羅叉の手を握ってくる。

「お姉さんとルカエルが僕のお母さんとお父さんになるなんて、最高だよ！」

　風真のために提案した事ではあるけれど、沙羅叉にとってもこれ以上ないと言っていいほど幸せな日々になるに違いない。

　紗羅叉が風真と手を取り合って喜んでいると、ルカエルが静かに手を上げて鎮まるよう促してくる。

「だが、三人で暮らすならわざわざ人間にならなくてもいいのではないか？」

「そ、そうかもしれませんが、厄病神のままだと人間と同じように生活する事はできません。人間になって風真君と同じような感覚を味わいながら一緒に寝起きをして、遊んだりご飯を食べたりしたいんです」

　そうでなければ、きっと本当の親子にようには暮らせない。

　紗羅叉が必死になって訴えかけると、ルカエルが納得したように頷く。

「そうか、わかった。では、来春まで、人間の家族としてこの家で暮らす事にしよう。だが、そうするには天の許可がいる。おそらく大丈夫だろうが、一瞬だけ待ってくれ」

　そう言うが早いか、ルカエルはふっと姿を消した。

　しかし、一秒も経たないうちに戻ってきて、期待を込めた目をしている風真に、ゆったりと笑いかける。

「すべて了承された。では、早速三人で暮らし始めようか」

　ルカエルが言い、風真が元気よく「うん！」と答えた。

　守護天使の持てる力により、風真にかかわりのある人達は皆、一家が以前からここに住んでいる本物の家族だと思い込んでいるようだ。

　段取りは滞りなく終わり、三人はあっという間にかりそめの家族になった。

　目の前で起きていなければ、到底信じられなかっただろう。

「嬉しいな。僕に、新しく『お母さん』と『お父さん』ができるんだね」

　風真が訊ねると、ルカエルが優しく微笑んで「そうだ」と答えた。守護天使に抱きつく風真を見て、紗羅叉は自分の提案が彼を喜ばせた事を心から嬉しく思った。

　手を繋ぎ合った二人が、紗羅叉のほうに空いているほうの手を差し伸べてくる。

　紗羅叉は頬を真っ赤に染めながら、それぞれの手を取ると、にっこりと微笑みを浮かべるのだった。
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　天使である自分が、人間として十カ月生きる。

　永遠に続く時間を有する者にとって、それはとても斬新で、たいそう興味深い過ごし方だ。

　提案されると同時に興味を引かれたし、風真がぜひそうしたいと言うのなら、その願いを叶えてやりたいと思う。

　風真には両親の記憶がなく、手元に残されているのは彼が生まれる前の母親の写真のみ。

　優しかった祖母はもう亡く、仲のいい友達とも常に距離を感じている。

　そんな彼が、紗羅叉という厄病神と出会い、親友になった。

　一時は厄病神と関わるのは風真にとってよくない事に思えた。だが、二人は思いのほか仲が良いばかりか、互いに必要としているのは明らかだった。

　沙羅叉はたいそう心優しく、厄病神らしからぬ特性を持っているがゆえに、半人前扱いをされて故郷から追い出されてしまったらしい。

　ただでさえ人に災厄をもたらす能力が低い沙羅叉だ。そうでなくても風真に害を及ぼす事はないだろう。

　ルカエルは二人の望みを叶えるべく、風真の家の蔵から天に昇り、久しぶりに訪れる大天使が住まう地に到着する。辺りを見回すと、少し先にある雲の上に大天使ミヒエルが立っているのが見えた。彼はその昔、神によって光と闇と同時に創られた天使の一人であり、すべての守護天使の長だ。

　銀色の髪をした彼は、もうずいぶん長い間存在し続けており、その心は誰よりも優しく慈悲深い。

　姿形は初老の英国紳士風で、常に黒いスーツに身を包んでいる。それは、彼がかつて地上に降りていた時の最後に着ていたものだ。その背中には、辺りを覆いつくすほど大きな翼がある。

「ミヒエル様」

　ルカエルが声を掛けると、彼は手招きをしてすぐそばに呼び寄せてくれた。

　計り知れないほど慈悲深く心優しいミヒエルは、いつ見ても常に微笑みを浮かべている。

「よく来てくれたね、ルカエル。風真は本当に、いい子に育った。人と違うせいで少々生き辛い事もあるだろうが、引き続き見守ってやってほしい」

「もちろんです。どうか安心してお任せください」

「今回の件も、すべてここから見ていたよ。あの子があんなふうに笑うのを見るのははじめてだ。どうか、風真の願いどおりにしてやってくれ」

「承知いたしました。では、そのようにいたします」

　すべてを把握している様子のミヒエルが、ルカエルの手を取って嬉しそうに口元をほころばせる。

　彼が何事か呟くと同時に、辺りが白銀色に光り輝き始めた。

　偉大なる者の存在に圧倒されながらも、ルカエルはしばしの間彼と見つめ合い、ミヒエルが持てる力の一部を共有し、授けてもらった。

「人間とはすばらしい生き物だ。きっと、皆にとってかけがえのない思い出が作れる事だろう。ただし、くれぐれも妻となった厄病神と本当の夫婦のように心を通わせてはならないぞ」

　そう話す彼の目が、過去の悲しい記憶を辿っているのがわかる。

　過ぎ去ったある日、ミヒエルは気まぐれに地上に降りて、数年を人として暮らしていた。

　その時に、一人の日本人女性に出会い、図らずも恋に落ちてしまった。

　女性の名は、天上理恵りえ。彼女はミヒエルと心を通わせ、親しく付き合っているうちに彼の子を孕んだ。

　それを知った神は、天地の秩序が乱れるとして激怒した。そして、制裁としてミヒエルには二度と地上に降りてはならぬと命じ、理恵にも過酷な選択を迫ったのだ。

『この世で生きていけるのは、生まれ来る子供か自分自身、二人に一人だ。選びなさい』

　それは、二人のうちのいずれかを消滅させるという厳しい宣告だった。

　理恵は嘆き悲しんだものの、一片の迷いもなく自分が消滅する道を選んだ。その後、十月十日の間お腹の子を心の底から愛し育んだのちに、無事男の子を出産。

　理恵は産まれ出た我が子を胸に抱く間もなく、跡形もなくこの世から消滅した。

　その子供こそが風真であり、ミヒエルは彼の実の父親なのだ。

　天界で理恵の消滅を知った彼は、それ以来ずっと彼女を想いながら喪に服している。

　そして、たった一人で地上に残された我が子の行く末を憂慮し、自分に代わって風真を守るようルカエルに頼んだのだ。

「もとより、承知しております」

　ルカエルは静かに頷き、ミヒエルに心配は無用である事を伝えた。

　大天使に見送られて、ルカエルは再び地上に戻って二人の前に姿を現した。

　すべて承認され、三人での暮らしが始まる事を話すと、風真が大喜びで抱き付いてきた。

　その様子を、沙羅叉が少し離れた位置で見守っている。

　風真に幸せな思い出を作るという目的において、沙羅叉とは手を取り合って協力していかねばならない。

　ルカエルは、風真とともに沙羅叉に手を差し伸べた。

　手をつなぎ合った三人は今この時より人間の家族となり、思い出深い幸福な日々を送ろうと誓い合うのだった。
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　鎮守の森に咲くシャクナゲが最盛期を迎えた頃、紗羅叉は村で風真とルカエルとともに家族としての生活を始めた。

　ルカエルは偉大なる能力で村全体を覆い、沙羅叉ともども風真の両親として、もうずっと前からここに住んでいると認識されている。

　二人は、それぞれ「天上琉伽るか」と「天上紗羅叉」と名乗り、完全に人間化すると同時に本来持っている力が使えなくなった。

　風真は新しく始まった生活が大層気に入った様子で、毎日弾むような足取りで学校に通っている。

「風真君、本当に嬉しそう。……さてと、朝ごはんの後片付けをしないと」

　朝、門前で学校に行く風真を見送ったあと、紗羅叉は踵を返して玄関に向かって走り出した。

　人間としての生活を始めて、もうじき半月が経とうとしている。

　はじめは何もかもが目新しく、戸惑う事ばかりだった。けれど、この頃ではようやく少し慣れてきて、日々を楽しむ余裕が出てきたように思う。

「わっ！」

　走っている最中に、庭の飛び石に躓いて盛大に転んだ。咄嗟に両手を突いたおかげで地面に額を打ちつけずに済んだが、右脚の膝小僧を擦り剥いてしまった。

「いったぁ……」

　人間化して真っ先に気づいたのが、自分の身体にずっしりとした重さを感じるようになった事だ。

　それまでは重力など意識した事はなかったけれど、今はまるで違う。

　地面を蹴って高く飛び上ったつもりでも、せいぜい四十センチ程度だし、普通に歩くにも少々力が要る。走るにしても前のように速く脚が動かないし、油断すると今のようにバランスを崩して転んでしまう。

「もう……これで何回目？」

　こんな事もあろうと、ポケットにはいつも絆創膏を忍ばせている。

　沙羅叉は庭の隅にある水道で傷口を洗い、絆創膏を貼った。そのまましゃがみ込んで痛みを耐え忍んでいると、上から涼やかな声が聞こえてきた。

「また転んだのか」

「あ……ルカエル様」

　上を見上げると、ゆったりとした青色のシャツを着たルカエルが、手を差し伸べてくれていた。人間化している今、彼は紗羅叉が織った麻布でできた洋服を身に着けている。

「ありがとうございます」

　ルカエルに助け起こされ、紗羅叉は恥じ入りながら立ち上がった。

　ワンピースの裾についた泥を払い、背筋をシャンと伸ばしてルカエルの前にかしこまる。

「そう固くなるな。それと、その呼び方は止めるようにと言っただろう？　ここは、いつ何時人がやって来ないとも限らないから注意しないと」

　ルカエルが言うとおり、村には風真の親戚が多く住んでおり、頻繁に野菜や料理のおすそ分けを持ってくる。近隣住民の仲も概ね良好で、今朝も朝食を食べている最中に五十メートル先にある隣家に住むおばあさんがカボチャとピーマンを持ってきてくれた。

「はい、そうでした。つい、うっかりして……」

　ここに家族として住むにあたって、三人はいくつか取り決めをした。

　そのひとつが、それぞれの呼び方だ。

　ルカエルはもともとそうだったが、紗羅叉も風真の事を呼び捨てにする事になった。かたや風真は、二人をそれぞれに「パパ」「ママ」と呼ぶ。

　夫婦間に関しても、お互いを「パパ」「ママ」と呼ぶ事にしたが、如何せん紗羅叉はなかなかそれに慣れる事ができなかった。

　ルカエルは紗羅叉を名前で呼ぶこともあるため、それならば「琉伽」と呼べばいいと提案された。しかし、いくら仮の夫婦になったとはいえ、彼を「様」なしでは呼ぶのは畏れ多く、結局はそうできずにいるのだ。

「でも、今は誰もいません。せめて、二人きりだとわかっている時だけは、ルカエル様と呼ばせてくださいませんか？」

　紗羅叉は家の外を窺いながら、ルカエルにそう頼んだ。

　せっかく親子になっているのだから、風真の前では彼を「パパ」と呼んでいる。けれど、それすらも未だ呼びにくいし、二人きりの時は言わずもがなだ。

「ふむ……では、慣れるまでは、そう呼んでもいい事にしよう」

「ありがとうございます。私と違って、ルカエル様は、ずいぶん人間としての暮らしに慣れていらっしゃいますね。前にも人間として暮らしていた事があるのですか？」

「ずいぶん前に、人間としていろいろな国を訪ねた事がある。多くの国々の中でも、この国の美しさはとても奥が深い。たとえば、色だ。同じ青でもざっと七、八十種類近くあるし、実際に紗羅叉が織る布の色も同じものがひとつとして存在しない」

「はい、色については私も一家言あります。種類は山や森にある色の数ほどありますし、ここではない別の場所に行けば、もっと多くの色に出会えるんだろうなって思います」

　紗羅叉が生まれ育った故郷にも山や森はあったが、全体的にくすんでおり明るい色合いのものなどひとつもなかった。

　だが、地上は思いのほか鮮やかで、陰影や濃淡などによって様々に変化する。

　修行に出されてよかったと感じるもののひとつは、こうしてたくさんの美しい色を知り、作り上げる喜びを知れた事だ。

　そして今、普通ならぜったいにあり得ない巡り合わせで、人間としてルカエルと同居生活を送っている。こんな事が起こる事自体奇跡だし、せっかくこうしてそばにいる機会を得られたのだから、今の時間を大切にして、できるだけたくさんの想い出を作りたいと思う。

「ところで、仕事の進み具合はどうだ？」

「はい、もうじき注文分はぜんぶ出来上がります」

　呼び名のほかに決めたのは、二人の職業だ。

　紗羅叉は、もとから得意の草木染職人として、自宅の一画で仕事をしている事とした。

　一方のルカエルは、翻訳家という設定だ。風貌が西洋人風であるため、彼は天上家の跡取り娘だった紗羅叉と結婚して、入り婿になったという設定にしてある。

「ルカエル様のほうはどうですか？」

「私のほうは、もう終わった。しかし、村長からまた新しい依頼を受けたから、早々にやってしまおうと思っている」

「そうですか」

　仕事を請け負うにあたり、紗羅叉は新しく手織機を手に入れ、今までよりも複雑な模様入りの布を織れるようになっている。

　村で生活をする上で便宜上設定した仕事だったが、暮らし始めてすぐに親戚関係や役場などから依頼が来た。

　様々な注文を聞き、それにあった品を作り上げる──。

　始めてみると、これがかなり面白い。やり甲斐も感じるようになったし、仕事を通じてたくさんの人と関わるようになった。

　そんな事を話していると、ルカエルがふいに沙羅叉の顎を指先で上向け、顔を覗き込んできた。

「沙羅叉、ちょっと目が赤いようだが」

「えっ……。そ、そうですか？」

　急に距離を縮められ、沙羅叉はたじろいで後ずさった。その拍子に踵が縁石に当たり、よろけた身体をルカエルの腕に支えられる。

「気を付けないと、また転ぶぞ。ふむ……やはり赤いな。それに、いつもより瞬きが多いようだ」

　話しながら、ルカエルの空色の目がグッと近づいてきた。

　近い……近すぎる！

　いつも以上の緊張を強いられながらも、沙羅叉は注文が少し立て込んでいる事を話した。

「きっと、昨日仕事がちょっと忙しかったからです。人間って目が疲れるとショボショボするんですね。赤くなっているのも、きっと目が疲れているせいだと思います」

「そうか。あまり根を詰めるな。身体を壊しては、元も子もないからな」

　話し終えたルカエルの顔が、さらに近づいてくる。

　沙羅叉は反射的に目を閉じて、身を固くした。それからすぐに、左目蓋の上に柔らかで温かなものが触れた。少し間を置いたのちに、それが右の目蓋の上に移る。

　その温かくて柔らかな感触は、未知でありながらこの上なく優しくて、身体が浮き上がりそうになるほど甘美で……。

（こっ……これって……もしかして、キスでは!?）

　額の生え際にルカエルの呼気を感じる。

　これはキスで間違いない！

　沙羅叉は、じっとしていながらも興奮して鼻をピクピクさせた。

　学校の図書館にあるのは、子供向けの本ばかりだ。しかし、たまに覗き見る職員室の机の上に、大人用の雑誌が置いたままになっている事がある。

　沙羅叉は、それらから得た情報から、今のそれがキスではないかと判断した。

　ただし、それは恋人同士や夫婦など、互いに想い合っている場合にのみ行われるものであり──。

「どうした？　瞳孔が開いているぞ」

　空色の目が目前まで近づいてきた。今までにないほどの距離感に驚いて、鼻孔が思い切り膨らむのがわかる。

「ど、ど、ど……だ、だっ……そ、その──」

　何か言おうとするけれど、頭の中が混乱して言葉にならない。

　いつまで経っても口ごもったままの沙羅叉を見て、ルカエルがふいに掌で顎を掴んできた。

「んっ……ん、ん、ん……」

　ルカエルの睫毛が沙羅叉の眉間をかすめた直後、二人の唇がぴったりと重なる。

　これは、まぎれもないキスだ！

　そう判断した途端に膝が折れた沙羅叉の身体を、ルカエルの手がしっかりと支えてくれた。
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「ぷわっ……」

　唇が離れたあと、顎を掴まれたまま顔をまじまじと見つめられる。

「な……ど、どう……して──」

「どうしてとは？　ああ、今の行為か。沙羅叉は目が疲れて赤くなっていただろう？　それに、なぜか言葉が出ずに困っていたようだった。だから、触れて治そうと思ったんだが、そう言えば私は今、人間だったね。触れるだけで癒せる力は、なかったんだった」

　ルカエルが、そういって沙羅叉の顎を持つ手を離した。

　沙羅叉はとっさにその手を握り、ぶんぶんと首を横に振った。

「いいえ！　あります、癒す力……！　だってほら、私、もう目がすっきりしてるし、こんなにペラペラ喋れます！　だけど、どうしてその……唇で触れてくださったんですか？」

　キスの衝撃でどうかしているのか、沙羅叉は普段の何倍も積極的になってルカエルに質問をした。

「手が塞がっていたし、沙羅叉の目や唇に触れるのに一番近いのが唇だったからだ」

「そ……そうですか……」

　一応は納得した。けれど、さすがに仰天したし、さっきから鼓動が激しくて今にも心臓が破れてしまいそうだ。

「それに、人間は恋人や夫婦になって心を通わせると、唇を触れ合わせて愛情を表現するものだ。かりそめとはいえ、私たちは夫婦だし、沙羅叉に日頃の感謝の意を伝えるのにちょうどいいと思ってね」

　ルカエルが、そう話しながら沙羅叉の額にそっと唇を寄せる。

「風真のために、いろいろと考えてくれて感謝している。ありがとう」

「は……ひ……」

　礼を言われるだけでも心底ありがたいのに、その上キスまで……

　沙羅叉は半分腰が抜けたようになり、脚をガクガク震わせた。

　一人では立っていられなくなった沙羅叉を、ルカエルがひょいと横抱きにする。

　これではまるで、絵本で見た西洋の姫君と王子様のようだ。

　ルカエルが王子なのはいいが、自分が姫君だなんて、ずうずうしすぎる！

　そう思いながらも、沙羅叉は思いがけないルカエルとの触れ合いを、大切な想い出として心に深く刻み込むのだった。






　沙羅叉が村で暮らすようになって、早ひと月が過ぎた。

　人間としての生活にはだいぶ慣れたが、まだまだ戸惑う事は多いし、ぶつかったり転んだりするせいで身体には常に痣や擦り傷が絶えない。

　それに、未だルカエルを前にするとひどく緊張する。

　家族三人でいる時は、風真が中心になって話をして、話題にも事欠かない。

　けれど、夫婦はともに在宅で仕事をしており、風真が学校に行っている間はずっと彼と二人きりだ。

　それぞれが仕事場にいる時はいいが、昼ごはんを食べる時など席に着くだけで息が上がる。

　庭の水やりをしながら、沙羅叉は無意識に唇を舐めた。

（ルカエル様……）

　ここで暮らし始めて半月経った頃、沙羅叉はルカエルにキスをされた。

　それは、彼が沙羅叉の身体の不調を癒し、同時に感謝の意を伝えようとしてくれたからだ。決して、人間でいうところの男女の恋愛などではない。

（だけど、ルカエル様はちゃんとキスの意味を知っていたみたいだったし……）

　彼は「人間は恋人や夫婦になって心を通わせると、唇を触れ合わせて愛情を表現するものだ」と言っていた。

　かりそめの夫婦ではあるけれど、あの時のキスに多少なりとも夫婦としての愛情が込められていたとしたら……。

　そう考えると、居ても立っても居られない。しかし、それはあまりにも自分に都合のいい考え方だ。

　水やりを終えると、紗羅叉は玄関に回って家の中に入った。

　天上家宅は昔ながらの日本家屋で、敷地は百坪以上あって庭も十分に広い。建物は二階建てで、一階にある台所や風呂場のほかに部屋が八部屋ある。

　一階の北側にある庭に面した部屋は広々とした居間で、その隣はルカエルの書斎兼仕事場だ。

　紗羅叉は二階の東側に部屋をもらい、そこに手織り機を置いて毎日仕事に勤しんでいた。

　それぞれに午前中に予定していた仕事を終えて台所に向かう。

　しかし、日々料理を作るのは沙羅叉ではなくルカエルだ。

　沙羅叉は日常的に葉を煎じて飲み、木の実を焼いたりしていたが、普段人間がしているような食事の用意などした事がない。つまり、料理に関しては初心者だ。

　紗羅叉は、以前人間だった時に料理の経験があるというルカエルに頼んで、包丁の扱い方や食材の調理法を学ぼうとした。

　しかし、さっそく指を切ってしまい、早々に出鼻をくじかれてしまったのだ。

『料理は私がやるから、紗羅叉は掃除と洗濯を受け持ってくれ』

　ルカエルにそう言われて、夫婦は役割分担を決めた。そのため、毎日の食事はルカエルが用意してくれており、紗羅叉は得意の掃除洗濯を担当している。

（あの時のルカエル様、すごく心配そうにしてくださったな……）

　神として生まれた紗羅叉は、その日はじめて人間として怪我を負った。

　ピリリとする痛みを感じて指先を見ると、皮膚がスッと浅く切れて赤い血がぷっくりと盛り上がっていた。

　痛い上に、血が出ている──。

　切り傷という今まで経験した事のない出来事に見舞われ、紗羅叉は驚いて大騒ぎをしてしまった。

　今思い返しても、恥ずかしくて顔から火が出そうだが、その時、ルカエルは子供のように半べそをかいている紗羅叉を抱き寄せ、「大丈夫だ」と言いながら背中をさすってくれた。

　その胸の広さと温かさ、腕の力強さと掌の優しさは、今でもはっきりと覚えている。

　あの時の事を思い出すと、今でも胸がドキドキする。

　もうずっと前からルカエルに憧れてはいたが、人間になる前はこんな風に鼓動が速くなる事などなかった。

　それに、キスの件があって以来、彼の顔を思い浮かべるだけで、平常心ではいられなくなっている。

　憧れよりも、もっと熱く切実な想いが胸を熱くする何らかの気持ち──。

　それが何なのかよくわからないが、あれ以来、紗羅叉は前にも増してルカエルを見ると落ち着かなくなってしまうのだ。






　天上家は代々この土地に住んでおり、近隣の人も昔からここにいる人達ばかりだ。

　ここを含め、どの家も昔ながらの瓦屋根で、村の人口は二千人に少し足りないくらい。

　山奥の事で、大型の商店などなく、買い物は村の中心にある食品や日用品を売る小さな店か、車でやって来る移動販売を利用する。

　バスは通っているが日に数本しかなく、雪が積もれば交通が分断されるのも珍しくない。

　どの家にも蔵があるのは万が一の時のための食料の備蓄のためでもあり、天上家にも三カ月は優に暮らしていけるほどの食料がしまわれている。

　紗羅叉が天上家の居間にはじめて足を踏み入れた時、真っ先に目についたのは仏壇に置かれている風真の祖父母と母親の写真だった。

　母親の名前は天上理恵で、二十七の時に風真を産んですぐに亡くなったそうだ。

　黒髪に大きな目が印象的なとても美しい人で、口元が風真にそっくりだ。

（綺麗な人……。でも、見覚えがないかも……）

　五十年も前からこの地に住んでいるのだから、祖父母同様何度か見かけていてもいいはずだが、それらしき人を見た記憶がない。

　紗羅叉は不思議に思いながらも、何か事情があるのかもしれないと考え、自分から聞く事はしなかった。

　けれど、そんな沙羅叉を見て風真は何かしら感じ取ったのかもしれない。

　ある日、沙羅叉が仏壇の前で手を合わせていると、風真がルカエルとともにやってきて理恵の写真を指しながら紗羅叉の隣にちょこんと正座した。

「僕のお母さんの話、聞きたい？」

　そう問われて、紗羅叉は風真の背後に立っているルカエルを見た。

　彼は静かに頷き、向かい合った二人の横に腰を下ろす。

「僕のお母さんは、占いの仕事をしていたんだ。村一番の美人で、頭もすごくよかったっておばあちゃんが言ってた。だけど、この村での暮らしがあんまり好きじゃなくて、学校が終わるとすぐに家に帰って本ばかり読んでいたんだって。そうでしょ？　ルカエル」

　風真が訊ねると、ルカエルが彼の頭を撫でながらうっすらと笑みを浮かべた。

「そうだ。風真の母親は成績優秀で、本当の意味でこの村にいる誰よりも賢かった。それだけに周りに馴染めないところもあって、学校ではたいてい一人で過ごしていたんだ」

　天使には、この世でいうところの時間の概念はなく、知ろうと思えばこの世に起きたありとあらゆる出来事を把握できる。

　風真を守護すると決めた時から、ルカエルは彼にかかわりのあるすべての事を承知しているようだ。

　彼の話によると、親子の仲は決して悪くはなかった。だが、中学に進学する時、理恵は都会にある中高一貫で全寮制の学校を見つけ出し、そこに行くためにたった一人で村を出る決心をする。以後、学校が休みの時には帰省するが、それ以外はあまり村に寄りつかなかったらしい。

　そして、都会で占い師の仕事を始めたと聞いた二年後、突然身重になって村に帰って来た。その後、祖父母の協力のもと無事風真を出産。そして、生まれた我が子を一目見て微笑んだと思ったら、そのあとすぐに息を引き取ってしまったのだという。

　どうやら、いろいろと事情がありそうだ……。

　紗羅叉は後日、ルカエルに風真の父親について訊ねた。

　彼が話してくれた事には、風真の父親はわけあって正式には理恵と結婚できず、我が子が生まれる前に妻のそばを離れ、遠方に行かざるを得なかった。その後も父親は帰る事を許されず、父子は今に至るまで一度も顔を合わせていない。

　そして、それらの事情は風真もある程度は知っているのだ、と。

「母親が風真宛に残した手紙があった。彼女は風真宛に手紙を書き、彼がある程度大きくなったら渡してくれるよう、自分の母親に託して亡くなったそうだ」

　風真の祖母は、亡くなる前に彼に母親の手紙を渡した。手紙には、風真の両親が出会い、離れ離れにならざるを得なかったいきさつが書いてあった。

　彼はそれを読み、それまで隠されていた事実を知ったとの事だ。

「……ということは、理恵さんは自分が風真君を遺して逝く事を知っていたという事ですか？」

「そうだ。母親は風真が生まれてすぐに亡くなり、父親ははるか遠い場所に留められた。風真の両親は、どうしようもない事情で我が子を育てる事は叶わなかった──。二人は間違いなく愛し合っていたが、風真を残して去るしか道はなかったんだ」

　もっと複雑な事情がありそうだが、紗羅叉はそれ以上聞く事ができなかった。

　いずれにせよ、風真の両親が愛し合って風真が生まれた事だけは確かだ。きっと、両親の想いは風真にも伝わっている。

　そうでなければ、あれほど綺麗な心をした子供に育つはずはない。

　紗羅叉は、その日から毎朝仏壇に並ぶ三人の写真に手を合わせると同時に、風真の父親の魂が健やかであるようにと願うようになった。






　梅雨も真っ盛りになり、庭には紫陽花が色鮮やかに咲き誇っている。

　そんなある日、紗羅叉は家の掃除中に風真の祖母が残した料理の調理法を書いたノートを見つけた。そこには色鉛筆で描いた料理の絵も描かれており、余白にはいろいろとメモ書きも添えられている。

　その中で「風真の大好物」と書かれたページを見つけた。

「オムライス？」

　鉛筆で書かれた作り方の下には「オムライス」なるものの絵が描かれている。

　皿に盛られた楕円形の黄色は、どうやら卵料理であるらしい。その上にかかっている赤はケチャップで、形が可愛らしい上に、いかにも美味しそうだ。

　風真は特に好き嫌いもなく、ルカエルが作ったものは何でも「美味しい」と言って食べている。

　紗羅叉も、以前神社で焼き栗を出した時「美味しい」と言ってもらった。

　その時の嬉しかった気持ちを思い出し、もう一度自分の作ったもので彼に喜んでほしいという気持ちになる。

（これを作ったら、また風真君に「美味しい」って言ってもらえるかも）

　作り方は書いてあるし、手順どおりに進めれば上手にできるかもしれない。

　しかし、料理はルカエルに任せきりだし、いきなり自分一人で挑戦するのは少々無謀かもしれなかった。

（ルカエル様に、もう一度料理を教えてくださいって頼むべきかな？　でも、とりあえず自分だけの力で挑戦してみよう！）

　そう決心してからというもの、紗羅叉はルカエルに事情を説明して、平日の昼前に一人でキッチンに立つようになった。

　作るのは、当然オムライスだ。しかし、紗羅叉の料理の才能は思っていた以上にないようで、でき上がるのは毎回失敗作ばかり。

　料理の段取りも悪く、卵を割れば必ずと言っていいほど殻が入る。野菜を切って炒めると一部は焦げて真っ黒になり、残りはまだ火が通っておらず硬いまま。ケチャップでご飯を炒めるも、半分以上フライパンにくっついて洗うのに一苦労という有様だった。

　もちろん、美味しいはずもなく、食感も悪い。それでも諦めずに作り続け、出来上がった失敗作を我慢して食べ続ける日々が続いた。

　いつか努力が報われる時が来る――。

　そう信じて挑戦を続けたが、現実は甘くない。

　挑戦を始めて十日経ったその日も、紗羅叉はなぜか、おかゆのようにべちゃべちゃになったケチャップご飯を口に運んでいた。

「うう……マズい。マズいったらマズい～」

　この、マズいという感覚も人間化してはじめて味わうものだ。

　かたや、ルカエルの作る食事はどれも皆美味しい。

　食卓には優しい味の和食を中心に、シチューやスパゲティなどといった洋風の料理も多く並ぶ。

　どの料理もそれぞれに格別の旨味があり、口に入れた途端舌が大喜びで脳に「美味しい」と訴える。

　それらを手際よく作るルカエルを心から尊敬するし、守護天使と厄病神という立場だけではなく、人間としても憧れの念を抱かざるを得ない。

　それにしても、人間の味覚というものが、これほど素晴らしく奥深いものだったなんて知らなかった。

　視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚と、人が持つ五感というものは、つくづく不思議で興味深い。

　そのほかにも第六感というものがあるようだが、風真が持つ能力も、その仲間なのかもしれなかった。

（人間って、すごい。いろいろと複雑で奥深いし、戸惑う事ばかりだけど、とても素敵な存在だなぁ……）

　そんな事を思いながらゴロゴロに固まった卵を食べていると、ふいに背後から手が伸びてきて、紗羅叉の手首をグッと掴んできた。

「どれ、今日の出来栄えはどうだ？」

　スプーンを持った手が上に上がり、そのままクルリと身体がうしろ向きになった。調理台を背中にして、ルカエルと向い合わせになる。

「えっ？　ル、ルカエル様っ……」

「ふむ……先日見た時はご飯の色がまだらだったが、今日は全体的にケチャップの色のようだ」

　ルカエルがスプーンに盛られたケチャップご飯を、しげしげと眺めながら首を傾げた。

「は、はい。でも、ご飯がちょっと……いえ、かなり柔らかすぎたみたいです」

「なるほど。水加減を間違えたようだな」

　ルカエルが紗羅叉の手を自分のほうに引き寄せ、そこに顔を近づけるなりケチャップご飯ごとスプーンを口に入れた。

「えっ……わ、わっ……」

　屈み込んだ彼の顔が、ほんの数十センチの近さにある。狼狽える紗羅叉の横で、ルカエルがもぐもぐと口の中のものを咀嚼して、ゴクリと飲み込んだ。

「うむ……まるで歯ごたえがないな。しかし、味はそんなに悪くない。ご飯の水加減さえ間違えなければ、もっと美味しくできるはずだ」

「ほ、ほんとですか？」

　ルカエルの前向きな言葉は、紗羅叉を大いに励ましてくれた。

「私、頑張ります。ぜったいに諦めませんよ！」

　紗羅叉は奮起し、それからも風真に美味しいオムライスを作ってあげられるよう、心して台所に立ち続けた。

　ご飯の水加減は上手にできるようになった。しかし、まだまだ完璧には程遠く、足踏み状態が続いている。

　沙羅叉はそんな現状に頭を抱え、がっくりと項垂れた。

（私ったら、厄病神としてだけではなく、人間としても半人前なんだ……）

　我ながら情けないが、これ以上時間を浪費している暇はない。

　そう考えた紗羅叉は、不本意ながらルカエルに助太刀を頼んだ。

「ルカエル様、私一人の力では、いつまで経っても美味しいオムライスができません。お願いです。私にオムライスの作り方を教えてください！」

　紗羅叉が腰を折って頼むと、彼はことのほかあっさり承諾してくれた。

「ああ、喜んで教えよう」

「ほんとですか？」

「本当だとも。紗羅叉は、もう十分自分だけの力で頑張ったし、そろそろ私のほうから声を掛けようと思っていたところだった」

「そ、そうなんですか？」

　まったく気づかなかったが、ルカエルは一度味見して以来、毎日台所で奮闘する紗羅叉を見守ってくれていたようだ。

「本当は、もっと早く手助けを申し出ようかと思ったんだが、せっかく自分だけの力で頑張っているのに、その邪魔をしてはいけないと思ったものだから。しかし、先に頼まれてしまうとは、少し見守るのが長すぎたかな？　すまなかった」

　ルカエルに謝られて、紗羅叉は仰天してうしろに飛び退しざった。その拍子に、調理台の角に背中を打ちつけてしまいそうになった。

「あぶない！」

　咄嗟に伸びてきたルカエルの手に抱き寄せられ、事なきを得る。助けられて恐縮した紗羅叉は、恥じらいながら彼に礼を言った。

「あ……ありがとうございます。私、ルカエル様に助けられてばかりですね」

「まだ人間の身体の扱いに慣れていないのだから、無理もない。だが、怪我はあまりしないように注意しないと」

「はい……。あっ、ルカエル様、手が――」

　見ると、紗羅叉を支えてくれた手の甲が赤くなっている。

　紗羅叉はあわてて彼の手を取って、赤くなっている部分に顔を近づけた。

「こんなに赤くなって……申し訳ありません！　私のせいでルカエル様に怪我を負わせてしまいました」

「大事ない。血も出ていないし、少しぶつけただけだ。何も心配はいらない」

「でも……あ、わわわっ……！」

　無意識でやった事とはいえ、不躾にもルカエルの手を取って鼻先がくっつかんばかりに顔を近づけていた。そうとわかった途端に、彼の手を持つ掌がぶるぶると震え出す。

「どうした。震えているな」

「は、はい……。お、恐れ多くも守護天使様の手に気安く触ってしまったので……」

「気にするな。紗羅叉は、私を心配してくれたのだろう？　それに、私達は夫婦だ。手を取るくらい何でもないではないか」

　ルカエルが微笑み、紗羅叉の手を掌で包み込んだ。

　胸の高鳴りが頂点に達し、身動きが取れなくなる。

「それに、こうして私と夫婦として暮らしたいと望んだのは紗羅叉だろう？」

　確かに。

　今思えば、よくもそんな大それた事が言えたものだと思うが、あの時は風真との別れが辛すぎて、とにかく必死だったのだ。

　それに、キスもした──。

　さすがに口には出せなかったが、その時の事を思い出して顔が真っ赤になる。

「そ、そうですが……。私ごときが恐れ多くて……」

「私も今は紗羅叉と同じ人間だ。もっと気楽に接してくれ」

　ルカエルが、ふと思い立ったように赤くなった手の甲を沙羅叉の口元に近づけた。

「以前、沙羅叉が目を赤くしたり言葉が出にくかったりした時に、私がしたのと同じようにしてくれるか？」

「え？　は、はいっ……」

　よもや、ルカエルのほうからキスの件を持ち出すとは……。

　沙羅叉は頷くなり、彼の手の甲に唇をそっと押し付けた。

「ふむ……。おかげで痛くなくなった。やはり、この方法は効果的だな」

　ルカエルが呟き、つい今しがた沙羅叉がキスをしたところに自分の唇を寄せた。

　二人の間接キスを目の当たりにして、沙羅叉は胸の高鳴りを抑えきれなくなる。

「どうした？」

　うっかりルカエルに胸を手で抑えているところを見られてしまった。

　沙羅叉は大慌てで手を離し、掌をひらひらさせる。

「な、なんでもありません！」

　何とか誤魔化したあと、二人して調理台に向かう。

　それからというもの、紗羅叉は平日の昼時にルカエルとともにキッチンに立ち、オムライスの作り方を教わるようになった。

「ご飯を炊く時は、必ずしも炊飯器の目盛りどおりの水加減でいいというわけではない」

「野菜は、もう少し小さめに切ったほうがいい」

「切ったものを炒める時は、火が通りにくいものから入れるように」

　ルカエルの指導のもと、紗羅叉はひとつひとつの過程を、今一度丁寧におさらいをする。

　しかし、ケチャップご飯が焦げついたり、卵に熱を加えすぎてパサパサになったりと、彼がそばにいる緊張感で余計な失敗を繰り返してしまう。

「あわてなくていいから、じっくり落ち着いて。オムライスが上手くできるようになったら、早速風真に食べさせてやろう。きっと喜んでくれるぞ」

「はいっ」

　ルカエルは沙羅叉が失敗するたびに助言と励ましの言葉をくれた。

　その合間にとる彼の手料理はいつも美味しく、二人で過ごす時間のいい潤滑剤になってくれている。そのおかげもあって、沙羅叉はルカエルに対して、少しずつ自然に振舞えるようになった。

　そして、ルカエルとともに努力をする事ひと月弱、ついに満足のいくものが完成した。

「今度の日曜日の晩ご飯は、私がオムライスを作るからね」

　風真にそう宣言した週の日曜日、紗羅叉は満を持して台所に立ち、一人で家族三人の夕食を作り始めた。

「パパ、ママは一人で大丈夫なの？」

「大丈夫だ。ママは風真のために一生懸命頑張ったからね」

「そっか。頑張って、ママ！」

「うん、まかせといて」

　風真の応援に笑顔を返すと、紗羅叉はルカエルに教わった手順に沿って、慎重に調理を進めていく。直近の十日間は、三人分のオムライスをいかに手際よく作るかに焦点を当てて頑張ってきた。

　並べて置いた三枚の皿に、ふっくらとしたオムライスを載せて、その上にケチャップをかける。それを、ちゃぶ台に持っていこうとしたら、風真が駆けてきて運ぶのを手伝ってくれた。

「お手伝い、ありがとう。風真」

「だって、ママは僕のために頑張ってくれたんでしょう？　これくらいお手伝いしなきゃね」

　ルカエルが運んできた皿を受け取り、ちゃぶ台の上に並べる。三人が各々の座布団の上に正座し、顔を見合わせて「いただきます」を言う。

　真っ先にスプーンを手にした風真が、大きく口を開けてオムライスを食べた。

　その様子を、紗羅叉が固唾を飲んで見守る。

「うん、美味しい～！　これ、すっごく美味しいね、ママ！　ほら、ママも食べて」

　風真がそう言って満面の笑みを浮かべるのを見て、紗羅叉は目頭が熱くなるのを感じた。

　同時に胸がジィンと熱くなり、自然と涙があふれてくる。

　神にも感情はあるし、人間化する前も喜んだり感動したりしていた。けれど、今の気持ちは明らかにこれまでのものと違っている。

　それは、比べ物にならないほど強く、押し寄せる大波のように圧倒的だ。

「あ……ありがとう、風真。ママ、すごく、嬉し……いっ！」

　沙羅叉は深い喜びと感動で胸をいっぱいにする。同時に、風真を心から愛おしく思う気持ちが込み上げてきていた。

　ちゃぶ台の上に涙をぼたぼたと垂らす紗羅叉を見て、ルカエルがちり紙を手渡してくれる。それで涙を拭き洟をかむと、風真が部屋の隅から持ってきたゴミ箱を、そっとうしろに置いてくれた。

　二人の優しさと気配りが胸に染みて、また新たな涙が溢れそうになる。

　なんとかそれを堪えて、オムライスをひと口食べると、薄焼き玉子に包まれたケチャップご飯が、口の中でほろりとほどけた。

「うん、美味しい」

　我ながら上手くできたし、噛めば噛むほどに甘みが増し、程よく感じられる酸味に食欲が増す。風真を見ると、ニコニコ顔でオムライスを頬張っている。

「うむ、とても美味しい。これまで作ってきたオムライスの中で、一番の出来だな」

　ルカエルが言い、紗羅叉と風真を見比べて、にっこりする。

「また作ってね、ママ」

　風真が、まだ半分も食べ終えていないのに、そう頼んでくる。

「もちろん、いいわよ、風真」

「やったぁ～！」

　喜んでスプーンを振り回す風真を、ルカエルが微笑みながらたしなめている。

（あぁ、幸せだなぁ……）

　紗羅叉は子供を産んだことはないし、両親との楽しい思い出などひとつもない。それだけに、今こうしていられる事のありがたさを身に染みて感じる。

　親子とは、こんなに深く心を通わせる事ができるものだったなんて知らなかった。

　ふと見ると、ルカエルが白い歯を見せて笑っている。彼は常に穏やかな表情をしているし、微笑む事も多い。けれど、これほどの笑顔を見るのは、今がはじめてだった。

（ルカエル様も、すごく嬉しそう。オムライス、美味しくできてよかった……！）

「ねえ、ママ。明日は日曜日だし、お昼にまたオムライスが食べたいな」

「ええ～？　それはどうかなぁ」

「お願い。今度、ピーマンも頑張って食べるから。ねえ、パパ。いいでしょ？」

「仕方ないな」

　風真が両手を合わせて頼み込むと、ルカエルが笑いながら二日連続のオムライスを許した。

「ママ、お願いできるか？」

「はい、じゃあ、今日よりももっと美味しく作れるよう頑張らないと」

「わぁい、よかった！」

　風真が喜ぶ顔を見て、ルカエルがまた嬉しそうに口元をほころばせた。

　二人が顔を見合わせて笑うのを見るたびに、幸せを感じる。

　こんな気持ちは、風真とルカエルと暮らさなければ永遠に知る事はなかっただろう。

　そして、夫婦という繋がりが、これほど心に安寧をもたらしてくれるものだとも――。

　紗羅叉は、今この時を三人で過ごせている事を心から嬉しく思った。

　そして、決して叶う事はないとわかっていながらも、ここにいる三人での生活がずっと続けばいいと願うのだった。

















第三章　限りある幸せな日々












「風真君、勉強もよく頑張っていますし、友達とも仲良くしています。それに、前よりもずいぶん元気だし、毎日楽しそうです。ご家庭ではいかがですか？」

　夏休み前の保護者懇談会の席で、紗羅叉は風真の担任の教師に、そう言われた。

　担任によると、風真はもともと元気で誰とでも仲良くする子ではあるが、時折ひどく寂しそうな顔をしているのを見かける事があったそうだ。それが最近では目に見えて明るくなり、友達と楽しそうに笑っている時間が増えた、と。

「うちでも元気にしています。学校でもそうだと聞いて、安心しました」

　育ててくれた祖母を亡くした当初は、かなり気落ちしていた風真だったが、三人での暮らしに慣れてからは笑っている事が多くなった。

　この頃では友達を家に連れてきて遊ぶようにもなっているし、沙羅叉の目から見ても皆ととても楽しそうに過ごしている。

　沙羅叉に対しても時折、甘えたそうなそぶりを見せる時もあり、そんな時はそれとなく頭を撫でたり背中に手を添えたりしている。

　育児書にも、スキンシップは子育てをする上で必要なものだと書いてあったし、風真ともっと仲良くなりたい、本当の親子のように接したいという気持ちが、紗羅叉に自然とそんな行動をとらせていた。

　保護者懇談会がある今日は、風真の亡き祖母の妹夫婦が彼を預かってくれている。

　そんな持ちつ持たれつの関係にも慣れ、今ではこちらからも畑の手伝いをしたり、子供を預かったりしていた。

　ただ、いくら人間になったからとはいえ、紗羅叉は未だに行動できるのはここの近隣のみに限られている。そのため、一緒に旅行などできないのはもちろん、以前風真が言っていた小学校の近くの神社の祭にも行く事も叶わないのだ。

（私をここに留まらせている結界さえなければなぁ）

　ルカエルは人間化してここで暮らす前に、紗羅叉の里にもことわりを入れてくれていた。

　父親は快く承諾したようだが、紗羅叉を封じ込める結界については一時的にでも解く事はできないと言われたようだ。

　それというのも、父親がこの地に紗羅叉を封じ込める結界を張る時、一族の長である曾祖父の力も借りていたらしい。解くには二人の力が必要になるのだが、ルカエルが訪ねた時には曾祖父はすでに亡くなっており、結界の解除は実質不可能になってしまったのだ、と。

『ただし、沙羅叉が無事あの村での修行を終えて一人前の厄病神になれた暁には、自力で結界から出る事ができましょう』

　父親はそう言ったようだが、今の自分を思うと、そんな日が来るとは考え難い。

　とはいえ、ここに送り込まれたからこそ風真とルカエルとこうしていられるのだ。

（風真君とルカエル様と一緒に暮らせているだけでも、十分幸せだよね）

　家に帰りついた紗羅叉は、お茶でも飲んで一息つこうと思い、台所に向かった。

　台所に貼られている週めくりのカレンダーには「日々、感謝する心を忘れないように」と印字されている。

　紗英は毎週カレンダーをめくるたびに書かれている言葉を胸に刻み、人間として生きていく上での格言にしていた。

　そのほかにも、紗羅叉は暇を見つけては家の本棚から風真の祖母が買ったのであろう育児書を読み進めている。そこには子育てについての情報がたくさん書かれており、はじめて知る事実が多く記されていた。

　本によると、子育てとは愛情を持って子供を育て、その成長を見守って健やかな自立を促す事であるらしい。そして、子供と生活をともにしているうちに、自然と感じるものが母性なのだ、と。

　育児書は複数あり、本文には赤い色鉛筆でたくさんの線が引かれている。それを見るだけでも、風真の祖母がどれほど愛情深い人だったかがわかった。

　まだ風真と出会う前、日が暮れる前の村を隠れながら散歩した時に、何度か彼女の姿を見かけた記憶がある。少しぽっちゃりしていて、いかにも優しそうな人だった。

（そういえば、まだ風真君のおじいさんが生きていた頃、村の寄り合いに出掛けるご夫婦に鉢合わせそうになった事があったな）

　夫婦は背格好が似ており、何やら話しながら並んで歩いていた。二人とも笑顔だったし、とても幸せそうだったのを覚えている。

　育児書には、夫婦の在り方についても書かれており、両親の仲が良いと子供の情緒も安定して健やかな心の成長を望めるのだという。

　きっと、風真の祖父母は上手く子育てをしていたに違いない。だからこそ、風真はこんなにいい子に育ってくれているのだろう。

（育児書があって、よかったな。風真のおばあさん、ありがとうございます。風真のお母さんとお父さん、風真を産んでくださって心から感謝します）

　紗羅叉は風真の両親と祖父母の仏前に手を合わせながら、今の幸せをしみじみと感じた。

　思い起こせば、紗羅叉と両親の親子関係は極めて希薄だった。

　いくら記憶を辿ってみても父母と一緒に笑った記憶ひとつないし、あるのは怒られたり疎んじられたりした苦い思い出だけ。

　その一方で、両親は厄病神としての能力が高い兄姉達には親らしい顔を見せていた。

　昔はそれを寂しいと思った事もあったけれど、もうそんな感情を持たなくなってずいぶん経つ。

　思えば、故郷にいた頃は、幸せだと思った事がなかった――。

「何を考えている？」

「あ……ルカエル様」

　保護者懇談会があった日の夜、紗羅叉が一人縁側に座って庭を見ていると、ルカエルがやってきてすぐ隣に腰を下ろした。

　保護者懇談会の様子は、すでに晩ご飯の席でルカエルと風真に話してある。

　紗羅叉は、ついさっきまで考えていた事をルカエルに明かした。決して楽しい内容ではないし、聞くだけで気持ちが鬱々とするような話だ。

　話し終えた紗羅叉は、下を向いて黙っていた。すると、ルカエルが縁側の縁に置いていた紗羅叉の右手にそっと掌を重ねてきた。

「辛い日々だったな。……では、今はどうだ？　幸せか？」

　突然の事に驚きつつも、紗羅叉はすぐに顔を上げて繰り返し首を縦に振った。

「もちろんです！　すごく幸せだし、こんな気持ちになったのは生まれてはじめてです」

　返事をした声が、いささか大きすぎた。

　ルカエルは驚いた様子を見せたが、それでも紗羅叉の手を離さずにいる。

「そうか。それはよかった。私も、幸せだ。それに、紗羅叉と同じで、こんな気持ちになったのは生まれてはじめてだ」

　ルカエルが話してくれた事には、彼は神によって創られた者であり、両親という存在はいない。それでも、全知全能に近い天使であるがゆえに、人間やそれ以外の存在の家族や親子愛についてはきちんと理解している。

　けれど、人間になり家族の一員として生活している今、自分は親子愛について知っているだけで、本当の意味ではわかっていなかったのではないかと思い始めているらしい。

「親子愛についてだけではない。人間化している今、私にはわからない事があまりにも多くなった。天使であれば、人の心は読めるし、紗羅叉の気持ちも手に取るようにわかった。だが、今はそうではないし、聞かなければ本当はどうなのかわからない。さっき、紗羅叉に訊ねたのも、そのためだ」

　ルカエルの顔を見ると、彼らしからぬ不安そうな表情を浮かべている。

「ルカエル様……」

　ルカエルほど位の高い天使が、そんな顔をするなんて……。

　紗羅叉は無意識に右手を上向きにして、ルカエルの掌をそっと握った。

「わかっていた事が、急にわからなくなるのって、すごく不安だと思います。私はもともとわからない事だらけで、できない事のほうが多いです。だから、ルカエル様のようにすごい能力を持った天使様の苦悩をすっかりわかってあげられる事はできないかもしれません。でも――」

　話しているうちに、ルカエルが紗羅叉の手をギュッと握り返してきた。

　紗羅叉は今さらながら自分から手を握った事に驚いて、真っ赤になる。急に声が出なくなり、胸の高鳴りが喉元にまでせり上がってきた。

　それでも、今思っている事をルカエルに伝えなければと思い、恥ずかしさを払いのけて再び話し始める。

「で、でも、わかるように頑張ります！　それでもわからなければ、ルカエル様に訊ねます。だから、ルカエル様も遠慮なく聞いてください。そうしているうちに、もっと絆が深まって本当の夫婦みたいに聞かなくてもわかり合える夫婦になれるんじゃないかと――」

　話している最中に、沙羅叉はハッとして口を噤んだ。

　縁あってこうして仮の夫婦になったとはいえ、ルカエルは本来近づく事も畏れ多いほど位の高い天使だ。

　それなのに、つい勢いに任せて図々しい事を言ってしまった。

「す、すみません。私ったら、つい……」

　紗羅叉は恥じ入って握られた手を引っ込めようとした。しかし、ルカエルは逃げ出そうとする紗羅叉の手を引き留めて、いっそう強く握りしめてくる。

「謝る事はない。そうだな……話すのが一番いい。それに、こうして触れ合っていると、もっとよくわかり合える気がする」

　目が合い、そのまましばらくの間、ルカエルと見つめ合った。

　ものすごくドキドキする。

　胸が破裂しそうだ。けれど、ずっとこうしていたいと心から思う。

「沙羅叉、言葉を口にするのは唇だ。それを触れ合わせる事で、以前沙羅叉が上手く喋れるようになったように、キスをすれば互いに話しやすくなって、よりいっそうわかり合えるようになるのではないかな？」

「た……確かに……」

　今、ルカエルは、はっきりと〝キス〟と言った。

　彼が顔を近づけてきて、沙羅叉は目を閉じて夢見るような顔をして、顎を上向ける。

「ただいま！」

　ちょうどその時、玄関から風真の元気な声が聞こえてきた。

　風真が帰って来た！

　紗羅叉は反射的に目をぱっちりと見開いて、声を上げる。

「お、おかえり！」

　急いで立ち上がろうとした沙羅叉を、ルカエルが引き留める。

　彼は微笑みながら沙羅叉の唇に一瞬だけキスをして、沙羅叉の手を引き上げてともに立ち上がった。

「おかえり、風真」

　二人は手をつないだまま、廊下を歩き始めた。

　つい今しがた触れ合った唇が、まだ熱く震えている。

　途中、ルカエルが沙羅叉を見て、にっこりと笑みを浮かべた。その顔には、確かに夫婦としての愛情が感じられた。

　もしかして、自分本位な勘違いかもしれないけれど、確実に絆は深まっている。

　紗羅叉は嬉しさのあまり歌い出しそうになるのを抑えながら、ルカエルとともに玄関へと急ぐのだった。






　風真が学校に行き、ルカエルが翻訳の仕事で出かけているある日、紗羅叉は家で煮た魚を持って神社に向かった。それは長年暮らしてきた神社の掃除をするためと、そこへ通ってくるシロや動物たちの様子を見るためでもある。

　鳥居をくぐり、一段一段階段を上っていく。本殿の掃除を済ませて社務所に行くと、こたつの中にシロが眠っていた。

「あ、シロ。来ていたのね」

「にゃーん」

　本当は、シロを村に連れていきたかった。しかし、シロ自身が森に住む仲間たちと離れがたい様子だったので、ここに残して数日ごとに様子を見に来ることにしたのだ。

　シロが鳴いたのを合図に、よく顔を見せていたイヌとイタチがやってきた。少し遅れて、タヌキとイノシシも顔を見せる。

「よしよし、みんな元気？　ほかの子達はどうかな。ごはん、持ってきたよ」

　話しながらいつも使っている器に、持参した煮魚を入れる。

　シロ達がそれを喜んで食べるのを眺めていると、突然社務所がグラグラと揺れ始めた。

　それに驚いたのか、シロ達がいっせいに食べるのを止めた。入口の戸がガタガタ鳴り、動物達はいっそう驚いた様子で外へ飛び出していく。

　そのあとすぐに揺れが止み、辺りに静けさが戻ってきた。

　紗羅叉が揺れのせいで外れてしまった戸を直そうと立ち上がると、入口に灰色の煙がぼおっと立ち込め、その中に一人の老人が姿を現した。

「あっ……、お、おとう様――」

　五十年ぶりに見る父親の顔は、前と全く変わっていない。しかし、着ているものはやけにこざっぱりとしており、いつものくすんだ色合いのものではなかった。

　沙羅叉は即座に正座して、その場にかしこまった。口を噤んだままなのは、昔父親から『声を掛けられるまで、話しかけるな』と厳しく言われていたのを忘れていなかったからだ。

「久しぶりだな、沙羅叉。元気にしているのか？」

「はい、お父さまもお元気そうで何よりです」

　顔を上げ、父親を見る。

　生まれてこの方、父親からそんな言葉をかけてもらったのは生まれてはじめてだ。

　にわかに嬉しくなり、少しだけ頬が緩む。しかし、父親は早々に沙羅叉から視線を外して、きょろきょろと辺りを見回しながら気難し気な表情を浮かべている。

「今日は、お前一人か？　あとでルカエル様がいらっしゃるとか――」

　父親が咳ばらいをしながら、そう訊ねてきた。なるほど、彼がいつもとは違う様相をしているのは、万が一ルカエルと顔を合わせた時のためだったようだ。

「はい、私一人です。ルカエル様は、ここにはいらっしゃらないと思います」

「そうか。……ふん、綺麗好きはあいかわらずのようだな。動物にエサなどやりおって。おおかた『一日一厄』の言いつけも守れていなかったんだろうな」

　ルカエルが来ないとわかったせいか、父親の口調が急にぞんざいな感じになる。もともと親しみのある関係ではなかったけれど、五十年経った今、よそよそしさに拍車がかかった感じだ。

　それでも、ここに来て以来はじめて顔を見せてくれた事を嬉しく思い、紗羅叉はいそいそとお茶を淹れて出そうとした。

　しかし、ずっと正座をしていたせいで足が痺れ、立ち上がろうとするなり転倒して身体が横倒しになった。

　それを見ていた父親が、大きくため息を吐く。

「やれやれ、人間になっても半人前は変わらないな。いや、むしろ出来損ないに磨きがかかっているようだ」

「す、すみません……」

　紗羅叉は急いで起き上がり、無理をしてもう一度正座をした。足の痺れを耐え忍ぶ様子を見て、父親がフンと鼻を鳴らす。

「人間になどなるから、よけいみっともなくなるんだ。用事を終えたらさっさと帰るから、茶など要らぬ。まったく、どこもかしこも片付きすぎているな。到底我が子とは思えない有様だ」

　もう何度も同じような事を言われているはずなのに、聞くと毎回胸が痛む。

　沙羅叉は下を向き、改めて居住まいを正してかしこまった。

「用事とは、なんでしょうか」

　紗羅叉が控えめに訊ねると、父親は上に上がるでもなく座敷の縁に腰を下ろした。

「ほかでもない、ここ最近のおまえの様子についてだ。おまえが人間として暮らし始めてから、時折気になって様子を見ていたんだが――」

　話を聞くと、父親は紗羅叉が村で暮らし始めてからというもの、時折やってきては遠目に様子を窺っていたらしい。修行中には一度も気にした事がなかったのに、どうやら三日にあげず来てきていたようだ。

「ルカエル様直々に私のところにお越しになり、頼むと言われたからには首を縦に振らないわけにはいかない。そうする事になったいきさつもルカエル様から伺ったし、それならばと二つ返事でおまえの人間化を許したのだ。だが、最近のおまえの様子ときたら……半人前の分際で、本当にルカエル様の妻にでもなったつもりか！」

「そ、そんな、滅相もありません」

　紗羅叉は、かぶりを振って父親の憶測を否定した。

　しかし、娘を見る彼の顔には疑惑の色しか浮かんでいない。

「嘘をつけ！　私の目には、お前が自分の本来の姿をわきまえず、分を超えた振る舞いをしているとしか映らない。そうでなければ、ルカエル様と並んで台所に立ったり、必要以上になれなれしく話したりできないはずだ」

　父親が、くどくどと苦言を呈する間中、沙羅叉はただ項垂れて話に耳を傾けていた。

　幸いにもキスをしたところまでは見られてはいなかったようだが、それでも父親は怒り心頭の様子だ。

　紗羅叉は動揺しながらも、どうにか父親の怒りを鎮めようとした。

「確かに、並んで台所に立ちましたが、それはルカエル様が守護する風真なる男児を喜ばせるためで――」

「まさに、そのとおりだ。ルカエル様は己が護もる者のためだけを考えておいでだ。それなのに、お前ときたら、まるで自分に情をかけてもらい、優しくされていると勘違いをしている。浮かれて頬を染めたり、ルカエル様によからぬ想いを抱いたりして、恥知らずにもほどがある」

　自分を見る父親の視線には、これまで見たことがないほど強い怒りが感じられる。

　紗羅叉はすくみ上り、重ねた指先を強張らせた。

「よ、よからぬ想いとは――」

「とぼけるな！　お前は、自分の立場も忘れてルカエル様に恋い焦がれている」

　父親が発した言葉が、いくつもの矢になって紗羅叉の全身を射抜いた――。

　そう思えるほどの衝撃を感じて、紗羅叉は咄嗟に床に手を突いて倒れそうになった身体を支えた。

「そ、そんな……違――」

「違うとは言わせないぞ！　お前程度の者が何をどう考えているかくらい、私にはお見通しだ！」

　父親は紗羅叉の言葉を遮ると、拳で板の間をドンと叩いた。

「人間になったせいで、頭がおかしくなったのか？　あろう事か天使様に想いを寄せるとは……。まったく、どこまで一族や親に迷惑をかけるつもりだ？　もし万が一、粗相でもあれば、我が一族は天界からきつい処罰を受ける事になりかねない！」

　父親の怒声が社務所の壁に跳ね返って、紗羅叉の鼓膜を破らんばかりに響き渡る。

　紗羅叉は言い返す事もできず、父親が怒鳴るのを聞いていた。

「とにかく、これだけは忘れるな。ルカエル様は守護する者のために、おまえと同居しているのだ。それを都合よく解釈して、自分が多少なりとも好意を持たれているなどと、勘違いしてはならん！　そんな浅はかな考えが、我が一族を滅ぼす原因になりでもしたら、どうする。もう、金輪際馬鹿な想いを抱くのはやめるのだ。わかったな！」

　父親は、それだけ言うと紗羅叉のほうを振り返る事もせずに去っていった。

　これまで、ずっと捨て置かれていたのに、ようやく顔を見せてくれたと思ったら、一方的に怒鳴るだけで帰ってしまった。

　見捨てられているどころか、はっきりと疎んじられている。

　紗羅叉は呆然として、じっと正座をしたままの姿勢でいた。すると、いつのまにかすぐそばにシロが寄り添ってくれている。

「にゃぁ……」

　シロの声を聞いた途端、それまでの緊張の糸がぷっつりと切れた。ふいに涙が溢れ、ぼろぼろと頬を伝い下りる。

「シロ……戻ってきてくれたのね。……ありがとう、優しい子……」

　涙を流す紗羅叉の膝に、シロが手をかける。そして、のそりと身を乗り出して、紗羅叉の膝の上で丸くなった。

　シロの背中を撫でながら、ふとすぐ近くの板の間に父親のキセルが落ちているのに気づいた。

　おそらく、もう二度と父親には会えない。たぶん、里に帰る事もないだろう。

　そう思うと胸が痛まないでもないが、これを機に両親や里への未練など、きっぱりと断ち切ってしまおうと決心する。

「にゃぉん」

　シロが膝から下りて、また何事もなかったかのように器に近づいて魚を食べ始める。

　その姿を眺めながら、紗羅叉は父親のキセルを拾い上げた。

　それを見つめているうちに、また新たな涙が頬を伝い始める。

（私……ルカエル様に恋をしてしまっていたんだ……）

　父親に指摘されて、はっきりと自覚した。

　もともと憧れの存在だったルカエルと夫婦として暮らし始め、ルカエルの優しさと気遣いに触れて、いつの間にか憧れが恋心に変わってしまったのだ。

　自分は、なんて愚かなのだろう。

　今の生活は、沙羅叉とルカエルが風真のためを思って始めた暮らしだ。

　沙羅叉は風真にたくさんのいい思い出を作ってあげたいと願い、ルカエルがそれに協力してくれている。

　風真の守護天使である彼にとって、護る者が喜ぶ姿ほど嬉しいものはないだろう。

　彼は風真の幸せのためなら、どんな努力も厭わない。だからこそ、あれほど熱心にオムライス作りを指導してくれたのだ。

　紗羅叉に向けてくれる日頃の優しさや気遣いも、それが風真のためになると考えているからなのだろう。

　縁側で手を重ねてくれたのも、母親役が落ち込んでいては、風真の幸せのためにはよくないと思ったからに違いない。

　人間としての暮らしに戸惑う様子をみせてくれたのも、気持ちを分かち合う事で風真の両親という役柄をより上手く演じきりたいと思ったからに違いない。

（そっか……。そうだよね……。お父さまの言うとおりだよね）

　今の生活が幸せすぎて、知らないうちにのぼせ上り、すっかり能天気になっていたみたいだ。

　ルカエルの思いやりのある言動にほだされ、ついそれが自分にだけ向けられたものだと思い違いをしてしまった。

（私ったら、ダメだなぁ）

　父親が言っていたように、もともと不出来だったのが人間化してポンコツに拍車がかかったのかもしれない。

　ルカエルとの夫婦としての絆は、あくまでもかりそめのものだ。それなのに、いつの間にか本来の目的を忘れてしまうほど、今の幸せを満喫していた。

　ルカエルの言動のすべては、風真の幸せを願う気持ちから出たものである事を忘れてはならない。

　沙羅叉は今日、父親が一喝してくれたおかげで、分不相応な恋心を抱いている自分の愚かさを自覚した。

　これからは、きちんと立場をわきまえて生活をしなければ――。

　そう思うに至った頃には、ようやく涙も枯れて頬も乾いていた。

　魚を食べ終えたシロが、紗羅叉の膝の上に戻ってくる。

　紗羅叉は、まるで慰めるように胸に手をかけてくるシロを抱き上げた。

　そして、残された家族三人での暮らしを、より楽しいものにしようと心に決め、強いて口元に笑みを浮かべるのだった。









　小学校が夏休みに入り、親子三人で過ごす時間が格段に増えた。

　風真は、宿題として毎日絵日記を書いており、絵には必ず自分と両親の姿が描かれている。

　村には近代的な遊び場はないが、その代わりに自然を利用した楽しみが山ほどあった。

　川遊びに山登り。キャンプに虫取り、バーベキューパーティーに天体観測など、毎日やる事が目白押しだ。親子だけではなく、親戚と一緒にすごす時間を楽しめたのは、本当に有意義でいい経験だったと思う。

　家族としての生活も、順調そのもの。

　風真は、引き続き台所で料理作りに奮闘する紗羅叉を見て、自分も一緒にやりたいと言ってくれた。

　そうはいっても、オムライス以外の料理に関しては完璧には程遠い紗羅叉だ。これについては二人仲良くルカエルの指導を受けながら、簡単にできる料理から始める事にしている。

「ママからも何か習いたい」

　風真の希望により、紗羅叉は彼に掃除を教えることになった。

　まだ小さくて柔らかな手が荒れてしまうのを心配したが、風真は頑として譲らない。

「ママにも教わりたいんだ。学校でも掃除の時間はあるし、おばあちゃんを手伝って掃除した事があるから、平気だよ。それに、この家はみんなで暮らした思い出の場所になるんだもの」

　そう言った時の風真は、笑顔だ。けれど、瞳の奥には、やがてやってくる別れを悲しんでいるような色が浮かんでいた。

　常に明るく振る舞ってはいるけれど、風真は小さいなりにきちんと今の時間が有限である事を理解しているのだ。

「わかった。じゃあ、まずは拭き掃除から始めようか」

　紗羅叉が笑顔でそう言うと、風真が目を三日月形にして「うん」と言った。

　それからというもの、風真は夏休みの宿題や友達と遊ぶ合間に、紗羅叉とともに家中を布や雑巾で綺麗に磨き上げていった。

　その姿を見るにつけ、引っ越した先でも養父母のお手伝いをする彼の姿が思い浮かぶ。

　もしかすると、風真は新しく始まる生活を見越して、家事を学ぼうとしているのかもしれない。

　養父母は優しい人達だと聞いているが、風真は彼なりにいろいろと思うところがあるのだろう。

　その健気さに、胸が熱くなる。

　そんな風真と離れる日が来ると思うと、寂しくてたまらない。

　しかし、自分まで悲しい様子をみせるわけにはいかないとばかりに、紗羅叉は風真の前ではことさら明るくしていようと心に決めている。

「今日は、ママの草木染に使う材料を採りに行くのを手伝ってくれる？」

「いいよ。あ、そうだ！　パパも一緒に行こうって誘おうよ。お仕事、昨日で一段落ついたって言ってたよね？」

「あっ、風真――」

　風真が、ルカエルの書斎に向かって走っていく。

　紗羅叉は彼を追おうとした足を止めて、小さくため息を吐く。

　父親から叱責されてからというもの、紗羅叉は意識してルカエルとの適切な距離を保とうとしていた。

　彼への想いを自覚してしまった今、ますます彼の顔を直視できなくなっている。

　それどころか、以前にも増してルカエルへの気持ちが強くなった。もはや彼の顔を想い浮かべるだけで頬が熱くなり、胸が痛いほど苦しくなる。

　このままではいけない――。

　そう思った紗羅叉は、苦肉の策としてルカエルと必要以上に接するのを避ける事にしたのだ。しかし、あまりそうしては変に思われるし、三人での生活に支障をきたさないとも限らない。

　それならばと、せめて二人きりにならないようにと心掛け、この頃では一層草木染に熱を入れ、仕事にかかりきりになれるよう自分から注文を取りに行くようにしている。

　幸いにも、役場から頼まれていた仕事をきっかけに、新しく村の外からの依頼も引き受けられるようになっていた。

（風真君と一緒にいれば、ルカエル様と二人きりになる事はないよね）

　間もなくして、ルカエルが風真に連れられて書斎から出てきた。

「パパ、一緒に行ってくれるって。どうせなら、お弁当を持っていこうかって話してるところ」

「そうなの？　そうね、せっかくだからピクニックも一緒にしようか」

　三人は台所に移動し、それぞれにおにぎりを握った。出来上がったものを、おかずと一緒に弁当箱に入れて、家からすぐ近くの山に向かう。

　そこはヨモギや笹、ザクロや桑の枝など、草木染の材料がたくさん採れる場所だ。

　夏真っ盛りではあるけれど、野山に囲まれているおかげで吹く風は涼しく、過ごしやすい。

　紗羅叉は適当な場所を見つけて、そこに荷物を置いて拠点にした。

　それからすぐに、沙羅叉は風真と一緒に、ルカエルは単独で染料になる材料を集め始める。

　材料は採取した都度に袋詰めをして、混ざらないようにきちんと分けて背負い籠に入れておく。いつしかはめていた軍手が泥と草の色に染まり、気がつけば二人は背負い籠がいっぱいになるほど多くの材料を集めていた。

「そろそろ戻って、おにぎりを食べようか」

「うん、そうしよう。僕、お腹ペコペコ！」

　拠点に戻ると、ルカエルがすでに戻っていてお弁当を広げてくれていた。

　風真がそこに駆けていき、紗羅叉がそれに続く。

「お帰り。ご苦労様だったね、風真。紗羅叉も」

「はい。パパもご苦労様でした。あっ……すごい量！」

　沙羅叉が話しながらルカエルのそばに置いてある背負い籠を見ると、中には山盛りの材料が入っている。そればかりか、脇にはそこに納まらなかった様子の袋が山積みになっていた。

「場所がよかったんだろうな。思いのほか、たくさん採れたよ」

「パパ、すごいね。じゃあ、一番大きなおにぎりはパパが食べて！」

　風真が、自分が握った特大のおにぎりをルカエルに手渡した。海苔が巻かれているそれの中には、シャケの切り身が入っている。

「ありがとう。風真」

　ルカエルがおにぎりを受け取り、嬉しそうに微笑みを浮かべる。

　彼と距離をとるといっても、三人でいる時は、これまでどおりに振る舞っている。

　紗羅叉はルカエルの笑顔を見て、密かに胸をときめかせた。彼と同じ空間にいるだけで、息が苦しくなる。それを紛らわせるように、お弁当に視線を移し、二番目に大きなおにぎりに手を伸ばした。

「じゃあ、風真にはママが作った二番目に大きなおにぎりをあげる。中身はパパが作ってくれた肉そぼろ――わわっ！」

　おにぎりを手にした途端、それが指から零れ落ちる。

　咄嗟にルカエルが受け取ってくれたからよかったものの、そのまま落ちてしまったら泥だらけになっていた事だろう。

「ありがとう、ママ。パパ、ナイスキャッチだったね！　じゃあ、せーので、いただきまーす！」

　風真の掛け声で、三人同時に「いただきます」を言う。

　それからは、和やかな雰囲気でお弁当を食べ、山で材料を採った時の話で盛り上がる。

「僕、途中で何匹もクワガタやカブトムシを見つけたんだよ。でも、今日も見るだけにしておいたんだ」

　少し前に虫取りをした時も、風真は見るだけで虫かごには入れなかった。それは、虫達には自然の中で暮らしてほしいという彼なりの思いがあるからのようだ。

「パパはタマムシとカラスアゲハも見かけたよ。カラスアゲハはこんなに大きかった」

　ルカエルが手で大きさを示すと、風真が目を丸くする。

「いいなぁ。僕も見たかったな。パパ、お弁当を食べたあとで、そこに連れていってくれる？」

「もちろんだ」

　食べ終えてしばらくすると、風真がルカエルとともに拠点を離れた。

　紗羅叉はお弁当の後片付けをしながら、頭上を覆う木々の葉を見上げ、差し込んでくる木漏れ日の眩しさに目を細めた。

（風真君、本当にいい子だな。ルカエル様も良きパパだし、本当に理想的な家族って感じだなぁ）

　親子三人、健康で楽しい日々を送っている。これ以上何も望むものはないほど幸せ──。

　それだけに、期限つきの今の生活を大事にしたい。人間化しているおかげで、ルカエルへの気持ちは彼に悟られていないようだ。

　もしもバレたら、ルカエルはどう思うだろうか？

　優しい彼の事だから、表立って態度を変える事はしないだろう。けれど、気を遣うルカエルを見るのは心苦しいし、なにより気まず過ぎる。それが発端になり、少なからず家族での生活に影響が出てしまうかもしれない。

　そうならないためにも、いっそう気持ちを引き締めなければならない。

　どうかすると、さっきルカエルの笑顔を見て心が激しく揺れ動いた時みたいに、自分でもそうとわかるほど行動がぎこちなくなってしまう。

　せっかくの日々が、自分のせいで台無しになるのだけは避けなければ……。

　紗羅叉は気持ちを新たにして、これからの暮らしに思いを巡らせるのだった。









　夏休みが終わり、風真がまた学校へ通う日々が始まった。

　いつの間にか吹く風が涼しくなり、山で見る栗のイガも割れて茶色くなり始めている。

（栗のイガ、もう少ししたら採って来て染料にしたいな）

　紗羅叉の草木染の仕事は順調で、村人からの評判も上々だ。一度などは、村役場で草木染の教室を開いてくれと頼まれ、拙いながらも講師を務めさせてもらった。

　教室には主に中年以上の女性が多く顔を出してくれたが、中には年若い女性の姿も見受けられた。

　彼女は現在都会で衣料品メーカーの社長をしており、村で評判になっている草木染の技術を会得したいと、わざわざ帰省しての参加だったようだ。

　村役場には、ほかにもいくつかの教室が開かれており、紗羅叉は人間の知識欲が旺盛なのに驚くと同時に、彼等との触れ合いを心から楽しんでいる自分に気づかされた。

「ママも、何かの教室に参加してみようかな」

「いいんじゃない？　ママ、草木染の教室をまたやる事になるかもしれないんでしょ？　拓海たくみくんちに遊びに行った時に、おばあちゃんがそう言ってた」

「うん、実は月に一回でいいから、定期的にやってくれないかって頼まれているの。ゆくゆくは、村の産業として発展させたいって村長がおっしゃってて――」

　紗羅叉の草木染は口伝えに評判が広がり、今や県外にまで及ぶ人気ぶりであるらしい。

　村の役に立ちたいと思うし、やってみたいという気持ちもある。しかし、毎月となると、それなりに準備もいるし時間も取られる。

　しかも、開催は昼間ではなく夕方だ。その時間には風真も学校から帰ってきているし、せっかくの家族の時間が削られてしまう。

「毎月一回なら、僕、いいと思うよ。ママ、教室を開いて楽しかったって言ってたよね。その間、僕はパパと留守番してるから大丈夫。それに、村のためになるならそれくらい我慢しなきゃって思うし」

　村のためになるという風真の言い分はもっともだし、草木染が根付いて村の産業のひとつとなれば、それはとても嬉しい事だ。

　風真に背中を押され、紗羅叉は草木染教室を月一回開催するのを承諾した。

　期間は来年の三月まで。来月から始まるので全部で六回教室を開く計算だ。

　その数字が、そのまま別れるまでのカウントダウンのように思えた。

　もしかすると、風真もそう思ったかもしれない。

　けれど、強いて聞こうとは思わないのは、残りの七カ月を少しでも楽しい気持ちで過ごしたいと考えたからだ。

















第四章　切なる望み












　十月になり、紗羅叉の草木染教室の第一回目が無事開催された。

　希望者は事前に申し込みをしての参加だったが、思いのほか問い合わせが多く、主催者側は急遽会場を変更したり、受入れ人数を増やしたりと大忙しだったみたいだ。

　紗羅叉はといえば、前回よりもかなり人数が多い事に驚きつつも、なんとか役目を果たして帰途についた。

（やっと終わった……。といっても、まだ一回目が終わっただけだけど）

　予想していた事とはいえ、月に一度の教室開催は、準備にかなり時間がかかってしまった。

　それに、前回は教えるという感じではなく、言ってみれば草木染の体験教室のようなものだった。例えれば、幼稚園の年長でもできる程度といったところだろうか。

　しかし、今回は半年かけて草木染の技法を教え、参加者がそれを会得するのを目的としている。

　村としても将来を見越した教室の開催であり、内容もかなり本格的なものになっていた。

　前回参加してくれた衣料品メーカーの女性社長も遠路はるばる来てくれており、ほかの受講者の本気度も高い。それだけに講師を務める重圧は予想していた以上で、無事終了したという達成感はあるものの、事後の疲労感がすごい。

　それでも頑張ろうと思えるのは、「村のためになるなら」という風真の言葉があるからだ。

　きっと、風真はこの村の事を大切に思い、自分がいなくなったあとの事も考えてそう言ったのだろう。

（きっと、育ててくれたおばあさんやおじいさんのおかげだよね。それと、ずっと見守り続けているルカエル様の影響なんだろうな）

　風真は思いやりがあって、本当に優しい子だ。まだ小学二年生なのに、心根の優しさにかけては群を抜いているし、担任の先生も同じような事を言っていた。

　しかし、それが時に自己犠牲に繋がるのではないかと心配になる。現に彼は、厄病神の紗羅叉の修行の相手になると言って聞かなかった。

　草木染教室の件にしても、村の将来を思って留守番を買って出るなど、自分よりもほかの者を優先した感じだ。

　風真は、春には新しい養父母のもとに行ってしまう。

　せめて今だけは、もっと子供らしく自分を優先にして暮らしてほしい。けれど、そう思うばかりで、上手く甘えさせてあげられない自分が不甲斐なくて仕方なかった。

（もっと風真君にいい思い出を作ってあげたいな）

　そんな事を考えていたある日、ルカエルが珍しく料理中に包丁で指に怪我をした。

　傷自体は大した事はなかったが、紗羅叉は風真と相談をして、それからしばらくの間は自分達二人が食事の用意をすると申し出た。

「大丈夫か？」

　失敗や怪我を懸念するルカエルに、風真は「大丈夫」だと言って胸を張った。

「僕、やってみたいんだ。三人が一緒にいられる間に、いろんな事をやっておきたい。これだって、前にママが言っていた〝思い出を作る〟ってやつになるんだよね？」

　紗羅叉とルカエルは、風真の前では今の生活に期限があると思い出させるような事は言わないようにしていた。

　しかし、風真から言い出した時には、極力明るく受け止めて深刻な雰囲気にならないよう心掛けている。

「そうだね！　こうして暮らしているだけでも思い出作りになるけど、新しい挑戦は特に心に残るかも。さすがに二人きりじゃ料理の出来が心配だから、パパに見てもらいながらやるっていうのはどう？」

「うん、そうしよう。パパ、いいよね？」

　沙羅叉の提案に風真が同意する。二人の決定に、ルカエルが微笑んで賛同してくれた。

「ああ、じゃあ、そうしようか」

　そうと決めてから、三人で過ごす時間が格段に多くなった。料理の出来栄えはさておき、一緒にいられる分だけ風真の笑顔が増えたような気がする。

（風真君、やっぱり家族三人でいるのが一番楽しいんだな）

　父親から叱責されてから常にルカエルとの距離を気にしていた自分だが、結果的にそれが三人でいる機会を減らしてしまっていたのかもしれない。

　そう考えるに至り、紗羅叉は自分のせいで風真の幸せな時間を奪ってしまったのを心から申し訳なく思った。

　その上、月に一度の草木染教室まで引き受けたせいで、風真と過ごす時間が減ってしまっている。いくら彼が望んだ事とはいえ、やはり断るべきだったのでは……。

　沙羅叉は、思い悩むあまり風真が寝てしまってからルカエルの書斎を訪ね、彼に相談を持ち掛けた。深い緑色の絨毯が敷かれたその部屋は、かつて風真の祖父が使っていた部屋だ。

　書斎の文机の前に座っていたルカエルが、すぐに仕事を中断して紗羅叉の話を聞いてくれた。

「そうか……。実は、私もその件に関しては思うところがあった」

「ルカエル様もですか？」

「人間化する前は、風真の気持ちが手に取るようにわかった。だが、今の私には、その力がない。子供の――殊に風真の考えというのは、思っていた以上に複雑で、思い悩む事も多い」

　話し合ってみると、ルカエルも風真の優しすぎる性格を憂いていたらしい。そして、彼にとって一番いい選択をしようと心を砕いていた様子だ。

「風真の望みなのだから、草木染教室はこのまま続けるべきだと思う。だが、そのせいで一緒にいる時間が減っているのは確かだ。こうなったら、皆で協力し合う事で問題を解決するしかない」

「皆で協力とは？」

「紗羅叉が教室を開くための準備を、私と風真も手伝うという事だ。あまり役には立たないかもしれないが、そうすれば一緒にいられる時間も増えるだろうし、家族としての絆も深まるんじゃないかと思う」

「家族としての、絆……」

　紗羅叉はオウム返しにルカエルが言った言葉を繰り返し、こっくりと頷いた。

「わかりました。私、風真君に幸せだと思ってほしいと願ってルカエル様にご無理を言ってこの生活を始めました。それなのに、いつの間にか目先の事に囚われてそれに振り回されていたみたいです」

「それも、風真の願いを聞いてやろうとする気持ちがあってこそのものだ。風真は、まだ幼いのに自分よりも人のためを思うような子だ。そうとわかっていたのに、私もいつの間にか自分達の生活を俯瞰して見る事を怠っていたようだ。風真を守護する者として、なんと不甲斐ない――」

　ルカエルが苦悶の表情を浮かべるのを見て、紗羅叉は正座をする膝を少しだけ前に進めて彼の前でかしこまった。

「それは、ルカエル様が人間化していらっしゃるからです。言い出しっぺは私でしたが、人間の家族として三人で暮らしたいというのは、風真君の願いでもあります。だから、不甲斐ないなんて事ありません。人間とは、悩む生き物です。面倒で困る事も多いですが、とても素晴らしい生き物だと思います」

「……そうだな。確かに、そうだ」

　ルカエルが呟き、膝立ちになって紗羅叉のすぐそばまで近づいてきた。

「紗羅叉と、こうして話しあえてよかった。実のところ、風真の事とは別に、紗羅叉についてもどうしたものかと考えないでもなかった」

「えっ……私についても、ですか？」

　まさか、自分がルカエルを思い悩ませていたとは、考えもしなかった。

　いったい何をしでかしたのかと思い、紗羅叉はもといた場所まで下がり、ルカエルに向かって頭を下げた。

「も、申し訳ありません……！　私、気づかないうちにルカエル様にご迷惑をおかけしていたんですね？　本当に、お詫びのしようもございません」

　紗羅叉が平身低頭謝ると、ルカエルが近くまで来て肩にそっと触れてきた。

　顔を上げると、ルカエルがこちらをじっと見つめている。

「紗羅叉が謝るような事ではない。そうではなく、何と言うか……近頃……いや、夏休み前ごろから、私と紗羅叉との間に距離を感じるようになった。それが、どうしてなのか、いくら考えてもわからないのだ」

　彼が悩まし気な表情を浮かべながら、首を傾げている。

　ルカエルを悩ませていたのは、彼と適切な距離を保とうとした自分のせいだった！

　そうと知った紗羅叉は、再度頭を低くして彼に謝罪した。

「私のせいです！　私が、実際にルカエル様と意図的に距離を置いたから……。本当に申し訳ありませんでした！」

　自分のした事が、よもやルカエルを悩ませる事になっていただなんて……。

　沙羅叉は、すまない気持ちでいっぱいになり、身を縮こめて畳に額を擦り付けた。

「意図的に？　そうだったのか。ふむ……わかったから、そんなに謝るな。さあ、顔を上げて」

　ルカエルに促され、紗羅叉は手を突いたまま、そろそろと起き上がった。

　しかし、心苦しすぎて顔を上げる事ができない。

　畳を見つめたまま、じっとしていると、ルカエルに肩をそっと掴まれて正面を向かされた。

「ル……ルカエル様っ……」

「顔を上げるよう言ったのに、紗羅叉は案外頑固者だな」

　そう言いながら、ルカエルがふっと笑い声を漏らす。その柔らかな表情に、申し訳なさに縮こまっていた心がほろりと解けた。

「も……申し訳――」

　謝ろうとした紗羅叉の唇を、ルカエルの人差し指が封じた。その感触が、沙羅叉に彼とのキスを思い出させる。

　事もあろうに、このタイミングでキスを思い出すなんて不謹慎すぎる！

　沙羅叉は我が身を恥じて、首元まで真っ赤にした。

「謝るなとも言ったのに。紗羅叉は言う事を聞かない子だな」

　ルカエルがもう一度笑い、紗羅叉の唇から指を離した。けれど、彼の指の感触が唇に刻まれ、何か言おうにも声が出せなくなっている。

　そんな状態の沙羅叉を見て、ルカエルがふと思い立ったように沙羅叉の前に片手をついて、同じ目の高さで視線を合わせてきた。

「……んっ……」

　驚く暇もなく唇にキスをされ、頭の中が真っ白になる。呆けて締まりがなくなった唇の隙間に、ルカエルの舌が触れた。

　その瞬間、頭の中でいくつもの爆発が起こり、沙羅叉はもう何も考えられなくなってしまう。

「さあ、これで話せるようになったかな？」

　唇が離れると同時にルカエルに訊ねられるも、沙羅叉はポカンと口を開けたまま動けなくなり、呼吸をするのも忘れている。

　彼は困ったように両方の眉尻を下げると、沙羅叉の唇に啄むようなキスを繰り返した。

　チュッ、チュッ、というキスの音が、耳の奥に響く。

「沙羅叉、息を吸いなさい」

　ルカエルにそう言われて、沙羅叉はようやく動けるようになって大きく息を吸った。

　心拍数はますます上がる一方だが、これ以上彼を困らせるのは本意ではない。

「はぁ……すぅぅ……」

　沙羅叉は、必死になって深呼吸をする。何度か息を吸って吐いてを繰り返しているうちに、ルカエルが沙羅叉の顎を指先で持ち上げてきた。

「す……ん、むむっ……」

　またしても唇が重なってくると同時に、背中を強く抱き寄せられる。

　今度のキスは、とても長い。身体の芯がカッと熱くなり、目の前で幾千もの光の粒が弾け飛ぶ。

　沙羅叉は小さく声を漏らしながら無我夢中でルカエルにしがみついた。

「沙羅叉」

　ルカエルがキスをやめて、沙羅叉の身体を強く抱きしめてきた。

　そして、赤ん坊をあやす時のように背中をトントンと叩いてくる。

　沙羅叉はルカエルの腕に身体を預け、つい今しがた味わった不可解でありながら、とてつもなく甘美な感覚の余波に浸った。

　それが何だったのか、沙羅叉にはわからない。

　けれど、今のキスでルカエルとの距離がグッと縮まったのだけは確かだ。

　気がついたら、沙羅叉はルカエルの膝の上に頭を預け、絨毯の上で横になっていた。

「……あ……わわっ……！」

　沙羅叉は慌てて起き上がって、彼の前に正座してかしこまる。

　すると、ルカエルが微笑みながら沙羅叉の手を取り、壁際においてある長椅子に座らせてくれた。

　彼はその隣に腰を下ろし、沙羅叉が落ち着くまで黙って肩を貸してくれている。

　どれくらいそうしていただろうか──。

　勧められた水差しの水を飲み、ようやく一人でも座っていられるようになる。

　ルカエルが背もたれに片腕を預けるようにして、身体ごと沙羅叉のほうに向きなおった。

「すみませんでした……。私ったら、迷惑ばかり──」

　沙羅叉は、もじもじしながら顔を上げ、ルカエルの顔を見た。

　彼は穏やかな顔で微笑みながら、不思議そうに首を傾げた。

「何を謝る事があるんだ？　だが、キスはほどほどにしておいたほうがよさそうだな」

「えっ!?」

　思わず上げた声が、いかにもそれを嫌がっているように聞こえた。

　嫌なのは確かだが、あれほど腑抜けになったところを見られたからには反論などできるはずもない。

　沙羅叉がしまったとばかりに口を閉じると、ルカエルが軽やかな笑い声を漏らした。

　彼が目を三日月形にして笑うのを見て、沙羅叉もつられて口角を上げる。

　微笑みあった二人の膝が触れ合い、そのまま離れずにいる。

　ルカエルの手が沙羅叉の手を取り、指先を絡めてきた。

　ものすごくドキドキするけれど、こうしている今がとても自然に思えてくる。

「さっきの話に戻るが、沙羅叉はどうして私と適切な距離を保とうと思ったのだ？　わかるように説明してくれないか」

　ルカエルにそう言われて、紗羅叉はどう答えていいものかと思い、言いよどんだ。

　本当の事を言えば、自分が彼に対して分不相応な気持ちを抱いていた事を明かすことになる。

　それだけはバレたくないし、父親が言っていたような大事になってしまう可能性も否定できない。

　そう思うものの、そもそもルカエルに嘘などつけるはずもなかった。

「わかりました……。正直にお話しします──」

　紗羅叉は覚悟を決め、すっかり観念してそう思うに至るまでの話をルカエルに語る事にする。

「前にお話ししたとおり、私はずっと前にルカエル様をお見掛けして、それ以来ずっとルカエル様に憧れておりました。それだけでも畏れ多いのに、人間の家族としてここで暮らすようになってからというもの、ルカエル様に対する気持ちがますます強くなってしまって……」

　話している途中で、唇がぶるぶると震え出した。頬が焼けるように熱い──。

　けれど、途中で話すのを止めるわけにはいかなかった。

「私、ルカエル様が好きです……。お顔を見るだけで胸がときめいて、一緒にいられるだけで嬉しくてしかたなくて……。愛しています……私、ルカエル様を心の底から愛しております！　だから──」

　そこまで言い終えて、ぎゅっと硬く目を閉じる。

　ついに本当の気持ちをルカエルに明かしてしまった──。

　顔から火が出そうに恥ずかしい。けれど、想いはもう隠しきれないほど大きく強いものになっている。

「なるほど。だから、私と距離を置こうとしたのか」

「はい。私ごときが……本当に申し訳ありません……」

　沙羅叉が蚊の鳴くような声で返事をした時、ふいに身体が宙に浮いて仰向けの姿勢になった。

「人間の心や気持ちというのは、本当に不可解で面白いな」

　ルカエルの声に目を開けると、紗羅叉は彼の膝の上で大きな猫のように仰向けになって抱かれていた。

「ル、ルカエル様……」

「案ずるな。私も同じ気持ちだ。沙羅叉、私はそなたを愛している」

「へ……？」

　まさかの言葉に、紗羅叉は目玉が飛び出さんばかりに驚き、口をパクパクさせて喘いだ。

　ルカエルの唇が、沙羅叉の眉間にキスをする。

　沙羅叉は震えながら顔を上げ、彼の目をまっすぐに見つめた。

「ルカエル様……ほ、本当ですか？」

「もちろん、本当だ。私が嘘をつくと思うか？」

　微笑みながら訊ねられて、沙羅叉は即座に首を横に振る。

　たった今、あり得ない奇跡が起こった。

　沙羅叉が茫然となっていると、ルカエルが身体を強く抱き寄せてきた。

　夢のようだけれど、夢ではない。

　紗羅叉はもう何も考えられなくなり、ただルカエルの腕に身をゆだねるのだった。







◇　◇　◇








　ルカエルが沙羅叉とともに人間化して村で生活をするようになってから、早くも半年が過ぎた。

　天使として、これまで数えきれないほどの者を守護してきたが、よもや自分が人間になって守護するものの家族として生活をするとは思ってもみなかった。

　ルカエルは文机の前に座り、依頼されたイギリスの小説の翻訳をする合間に、ふとペンを止めて物思いに耽る。

　ルカエルが指に怪我をしたのを機に、紗羅叉と風真は台所に並んで料理を作るようになった。

　前はそばにいてあれこれと助言していたが、二人はもう料理本を見ながら自分達だけで調理できるようになっている。

　難しいものはまだできないし、形は今ひとつだが味は悪くない。なにより母子が力を合わせて作ってくれた料理には溢れるほどの愛情がこもっており、それが何よりのごちそうだった。

　書斎の戸を開けているのは、台所からの音が耳に心地よく響くからだ。時折聞こえてくる二人の笑い声には気が休まるし、漂ってくるいい匂いは食欲をそそる。

　天使だった時とは、あらゆる事が違いすぎて面食らう事も多いが、人間としての暮らしは実に興味深い。

　一人で各国を旅していた時とは違って、日を追うごとに人間としての感情が生まれ、心まで変化していく様子には本当に驚かされる。

　今までは、風真を守護天使として見守ってきたが、人間になっている今は彼の父親としての思いが自然と湧き起こってきていた。

（子を思う親の気持ちが、これほど強いものだったとは……。こんな気持ちは、人間になってみなければ理解できなかっただろうな）

　人間化したルカエルが目覚めたのは、父性愛だけではない。

　日々ともに暮らすうちに、沙羅叉の健気さや物事に対する真摯な姿勢に心打たれ、いつしか彼女に深い愛着を感じるようになっていた。

　そして、それが人間でいうところの恋愛感情だと知った矢先に、沙羅叉から恋心を打ち明けられた。

　むろん、ルカエルは彼女の気持ちを受け入れ、それからは沙羅叉に人間の夫婦と同じように愛情を注ぎ続けている。

　風真はといえば夫婦仲が格段に良くなったのがわかったのか、この頃ではすこぶる機嫌がいい。

　しかし、ふとした時に見せる顔には、はっきりとした悲しみが見て取れる。

　父親であれば、風真が何を考え、思い悩んでいるか容易に想像できた。けれど、天が決めた運命を容易に変えられるはずもなく──。

「パパ、ご飯ができたよ！」

　台所から風真の元気な声が聞こえてきた。

「今行くよ」

　ルカエルは返事をして立ちあがると、通りすがりに窓の外を見上げた。

　どこまでも青く広がっている空には、薄く棚引きながら輝いている雲が浮かんでいる。

　ルカエルは、今この時も天から様子を見守っているであろう、風真の本当の父親に思いをはせた。

　別れの時は、着実に近づいてきている──。だが、今は未来を儚んでいる時ではない。

　ルカエルは口元に笑みを浮かべると、愛する妻子のもとに向かうべく階段を下りていくのだった。

















第五章　天の配剤












　季節は秋から冬に移り変わり、風真が通う小学校も冬休みに入った。

　夏に比べると短い休みではあるが、年末年始の行事は目白押しで、自宅とは別に子供会の集まりもある。風真はもとより、紗羅叉とルカエルも親として集まりに参加して会場となる公民館の準備に大忙しだった。

「ママ。パパのサンタさん、かっこよかったね。お正月のお餅つきの時も大活躍だったし」

「そうだったね。その時の絵日記、どっちも上手く描けてるわね」

　沙羅叉が褒めると、風真が今書き上げたばかりだという作文を見せてくれた。それは冬休み中の宿題のひとつで、題名は「将来の夢」だ。

「風真は、将来獣医さんになりたいのか」

　作文を読み終えたルカエルが、風真の頭を撫でながら微笑みを浮かべる。

「うん！　僕、動物が好きだから、みんなが怪我をしたり病気になったりした時に助けてあげたいんだ」

「風真なら、きっといい獣医さんになれるわね」

　沙羅叉は、風真がシロと話していた時の事を思い出し、獣医師になった彼を想像してにっこりする。

　夢を叶えるのは容易ではないけれど、風真ならきっと最大限努力して動物の気持ちがわかる名医と謳われるようになるだろう。

　風真は冬休みの宿題を滞りなく終わらせて、友達と外で遊んだり各自の家に呼んだり呼ばれたりして残り少ない休みを目一杯楽しんでいる。

　以前、友達はいても親友はいないと言っていた風真だが、近頃は特別親しい子ができたらしく、前にも増して明るくなった。

「あ～あ、明日からまた学校か……。クラスのみんなに会えるのは嬉しいけど、学校があるとママやパパと一緒にいられる時間が減るよね。それは嫌だなぁ」

　新学期を明日に控えた今日、紗羅叉は風真が絵日記を書いているそばで草木染の布の選別をしていた。それは前回の草木染教室で参加者たちが染めたもので、同じ染料でもそれぞれに微妙に色合いが違っていてとても面白い。

　教室の準備を手伝ってもらうようになってからは親子で過ごす時間も増えて、風真も喜んでくれている。

　始業式の朝、風真は少しだけ学校に行き渋った。けれど、それも一日だけで次の日からは元気よく通学するようになっている。

「ママ、僕の作文が金賞をとったよ！」

　風真が学校から帰るなり沙羅叉の仕事場に駆け込んできたのは、三学期がはじまって二週間が経った日の事だ。

　冬休みの宿題として提出した作文は学校内で選別され、県主催のコンクールで金賞をもらった。

「おめでとう、風真！」

「すごいね、風真」

　沙羅叉は、声を聞いて駆け付けたルカエルとともに風真の健闘を称えた。食卓には風真の好きなものが並び、週末には親戚達がお祝いに駆け付けてくれた。

「風真は本当に賢いね」

「大きくなったら、きっと立派な獣医さんになるだろうなぁ」

　皆に褒められて、風真も心底嬉しそうだ。

　そんな穏やかな日々が続き、いつしか山に降り積もっている雪の中からフクジュソウが顔を覗かせる季節になった。

　まだ寒さは続いているものの、風真がこの村を去る日まで、あと少しだ。

　予測していたとはいえ、風真の顔から徐々に笑顔が減っていき、ちょっとした不平を言う事が多くなった。実際に駄々をこねたりはしないし、おおむね機嫌よくしている。

　けれど、時折見せる辛そうな表情を見るにつけ、心が締め付けられるように痛くなった。

　大人びているとはいえ、まだ八歳の小学生だ。

　これまでも悲しい気持ちを押し殺し、強いて明るく振る舞う時が何度となくあった事だろう。それがわかるだけに、親としては最後の日を迎えるまで、できる限り寄り添い続けるよりほかなかった。

　去年の年末に買い替えたカレンダーは、一枚の年間カレンダーにしており、もう週ごとにめくる事はなくなっている。

　春は着実に近づき、鎮守の森に住む鳥達も元気よくさえずりながら空を飛び交い始めた。

　風真と家族でいられる日は、あと数日を残すのみ──。

　奇しくも、草木染教室の最後の回が、風真がこの村を去る日の前日になってしまった。

　当日は学校の終業式でもあり、沙羅叉達が家族でいられる最後の日でもある。

　次の日が来ると風真は迎えに来た養父母と共に都会に行く。同時に、紗羅叉とルカエルはもとの厄病神と守護天使に戻らねばならなかった。

　ルカエルは引き続き風真とともにあるが、この地に封じられている紗羅叉は自分から風真に会いに行く事はできない。

　養父母は彼らの両親ともども、ここを離れて久しく、里帰りをする機会もなさそうだった。

（寂しいな……。すごく、寂しい……）

　人間化する前も寂しくてたまらなかったが、今はその時の何百倍、何千倍も別れが辛く耐えがたいものになっている。

　カレンダーにつけられた緑色の丸は、教室の開催日が決まった時に風真がつけてくれたものだ。

　あの日、色マジックで丸を付ける風真の背中を、何度抱きしめようと思った事だろう。

　ルカエルは、そんな紗羅叉の気持ちをわかってくれており、風真が寝たあとに時折涙を流すための肩を貸してくれている。

　まさかこんなふうに天使と心を通わせる事ができるなんて、思ってもみなかった。

　しかし、それももうじき過去のものとなる。

　今の生活が終われば、ルカエルの心に宿った気持ちも綺麗さっぱりなくなってしまうに違いない。

　けれど、もともと彼に憧れていた自分の想いは、きっと消える事はない。

　彼が去ったあとでもルカエルと想い合った記憶は心に刻まれるし、それがあればこの先何があっても耐え忍んでいける。






　そして、とうとう引っ越しまであと一日残すのみになった。

　三人は、いつもどおり朝食を食べ、沙羅叉はルカエルとともに終業式に出席するために学校に行く風真を笑顔で見送った。

（こうして見送るのも、今日で最後なんだな……）

　そう思うと、どうしようもなく悲しくなる。

　けれど、最後は笑っておしまいにしなければ──。そう思いながら風真の帰宅を待っていたが、なぜかいつまで経っても帰ってこない。

　心配になった沙羅叉は、ルカエルに留守を任せて学校に行ってみた。だが、すでに子供達は一人もおらず、残っていた先生に聞いても風真の行方はわからなかった。

　もしや行き違いになったかと思い、急いで自宅に帰ったが、待っていたのはルカエルだけだ。

「風馬っ……どこへ行ったの？」

　沙羅叉はルカエルと協力して、あらゆる場所を探しつくした。しかし、どうしても見つからない。

　もしや、別れを悲しんでどこかに身を隠したのでは――。

　幸いにも日が照って暖かくはある。だが、三月とはいえ夜ともなれば寒さが戻ってくるだろうし、外で一晩過ごせば凍えてしまう。

　そうでなくても、今日は家族として過ごせる最後の日だ。そんな大切な日に、愛しい我が子を一人ぼっちで過ごさせるわけにはいかなかった。

「天に掛け合ってみよう」

　人間のままでは風真を見つける事ができないかもしれない。そう思ったルカエルは、天に掛け合って一日早く守護天使に戻って風真を捜そうとした。

　しかし、人間化は風真の望みとして天が叶えたものであり、急な変更は不可能だとの判断が下されたようだ。

「そんな……」

　こうなったら、何が何でも自分達で風真を見つけ出さなければならない。それでもダメなら寒くなる前に村の人に応援を頼もう。

　そう決めて、紗羅叉とルカエルは今一度周囲をくまなく探し回り、山に入った。

　二人は協力して探し続け、ようやく鎮守の森の中で白鹿とよりそって眠っている風真を発見した。

「風真っ……！」

　紗羅叉は風真を見つけた途端、転がる勢いで彼のそばに駆け寄った。

　風真を守るようにともに居てくれたのは、かつて紗羅叉が怪我の手当てをし、ルカエルに傷をいやしてもらった白鹿だ。

　風真は怪我をしている様子もなく、ただ滾々こんこんと眠っている。頬には涙の跡があり、睫毛もまだ乾いていない。

　紗羅叉はルカエルとともに白鹿に丁寧に礼を言い、風真を家に連れ帰った。

　しばらくしてパッチリと目を覚ました風真は、大きな声で泣き出して、だだをこね始めた。

「二人と離れたくない！　このままずっと、ここで家族として暮らしたいんだ！」

　風真は、そう言い張って一歩も引こうとしない。

　沙羅叉も同じ気持ちだが、それは叶えられない願いであり、風真には歩むべき未来がある。

「でも、風真は将来獣医さんになりたいんでしょう？　それなら、いずれはここを出ないと――」

「だったら、都会に出て三人で暮らそうよ！」

　宥めすかしたり現実的な話をしたりしても、風真は頑として三人で暮らしたいと言い張る。その間も涙はぽろぽろと流れ続け、このままでは泣きはらして目が開かなくなりそうな勢いだ。

「風真……」

「ママだって、同じ気持ちでしょ？　僕、ママと一緒がいいよ！」

「ごめんね、風真……。前にも話したけど、ママはここを出られないのよ。だから、どの道風真とは一緒に行けないの。風真はここを出て獣医さんになる夢を叶えなきゃ。ママはここにいて、離れていても風真をずっと応援してる。だから――」

「いやだ！　ママとずっと一緒にいたいんだ！　パパとママと死ぬまで一緒に暮らしたい！　お願いだよ、パパ……！」

　それほどまでに自分と一緒にいたいと願う風真を見て、紗羅叉はもう泣くのを我慢できなくなる。

　どうせ明日には別れなければならないのだ。

　紗羅叉は風真を胸に強く抱き寄せて、本当の気持ちを伝えた。

「ママだって同じ気持ちよ。風真と死ぬまでずっと一緒にいたい。だって、もう風真を本当の子供みたいに思ってるんだもの。大好きよ、風真……。でも、ママは風真とは一緒にいられないの。お願い、わかって……」

「いやだったら、いやだ！」

　泣きわめく風真は、これまでに見た事もないほど取り乱している。

　そして、しまいには泣き疲れてしまい、紗羅叉の膝の上に突っ伏したまま寝入ってしまった。

　紗羅叉は風真の乱れた髪を、そっと掌で撫でた。

　身を切るほどの辛さに耐えかねて、涙がとめどなく溢れ出て、自分の手の甲にぽとぽとと落ちる。

「紗羅叉。風真との別れは、さぞかし辛いだろうな」

　ルカエルが静かな声でそう言い、沙羅叉の隣に腰を下ろした。

「はい……」

　辛すぎて、それ以上話す事ができない。

　嗚咽を漏らす沙羅叉を見て、ルカエルがそっとハンカチを手渡してきた。

「沙羅叉、もし本気でこれからも風真とともに居たいと望むなら、叶えられない事はない。そうすれば、風真を養父母のもとに行かせずに済むし、都会に移り住んで今までどおり三人で暮らす事もできるだろうな」

　予測もしなかったルカエルの言葉を聞いて、紗羅叉は信じられない思いで顔を上げた。「ほ……本当ですか？　本当に、風真と一緒に……？」

　沙羅叉の絶望的になっていた心に、一筋の光が差した。眠っている風真の顔を見つめ、すぐにまた顔を上げてルカエルを見る。

「本当だ。ただし、そうするにはそれ相応の覚悟が要る」

「これまでどおりの生活が送れるなら、何だってします！　ルカエル様、私はどんな覚悟をすればいいのですか？」

「しーっ。少し声が大きい」

　勇んで訊ねる紗羅叉の肩を、ルカエルがそっと撫でさすった。ハッとして風真を見るも、起きる気配もなく眠っている。

「覚悟というのは、このまま本当に人間として生きる道を選ぶ覚悟だ。当然、厄病神としての寿命は手放さねばならないし、人間としての命を終えたら死を迎えることになる」

　ルカエルが言う事には、そうするには二人が人間化した時同様、天の承認と紗羅叉の両親の許可がいる。

　けれど、それさえ解決すれば完全に人間になるのは可能であるようだ。

「私、人間になります！　厄病神としての寿命など、惜しくありません。父も母も反対なんかしないでしょう。どうか、今すぐにでも私を人間にしてください。何かほかに条件があるとしても、私は風真と一緒にいるためなら何だってする覚悟です！」

「……ママ、今の話、本当？　パパ、ママが人間になれば、ずっと一緒に暮らせるの？」

　紗羅叉の大声に、ぐっすりと寝ていた風真もさすがに目を覚ました。そして、二人の顔を交互に見ながら、期待を込めたまなざしを送ってくる。

「ああ、本当だよ」

　ルカエルが答え、風真の頭を撫でる。

「パパも、ずっと一緒？　ママだけじゃないよね？」

「もちろんだ。ただし――」

「やったぁ！　ママッ……ママ……！」

「風真！」

　抱き合って喜ぶ母子を、ルカエルの腕が優しく包み込む。紗羅叉が顔を上げると、彼は笑いながら微笑んでいる。

「まったく、二人とも人の話を最後まで聞きなさい」

　ルカエル曰く、紗羅叉が人間としての生を選ぶと同時に、厄病神として封印されていた土地の縛りもなくなり、自由の身になる。当然、持てる能力もなくなり、故郷にいる家族との縁も切れてしまうようだ。

「もともと大した能力などなかったし、まったく問題ありません。それに、私が居なくなれば両親も不出来な娘のせいで思い悩む事もなくなりますから……」

　親子ではあるけれど、絆は糸のように細い。それでも容易に断ち切る事はできずにいたが、風真とともに生きられるのなら、かけらほどの迷いもない。

　唯一の気がかりである風真の養父母になる予定だった夫婦だが、ミヒエルの采配により彼ら自身の子供が授かる事になるようだ。

「天の承認とは、どなたにしてもらうものなのですか？」

「ミヒエル様という、私よりも遥かに位の高い天使にその権限がある。彼は、これまでの事をすべて天からご覧になっているから、特別な説明はいらない」

「え？　……こ、これまでの事をすべて、ですか？　それには、私の事も含まれているとか……」

「むろん、入っている。私達が人間化して、この家に住むようになってからの事は、ぜんぶ知られているから、そのつもりで」

　即答され、紗羅叉は顔を真っ赤にして絶句する。

　それはつまり、ルカエルと特別に心を通わせた時の事も、すべて見られていたという事だ。

　あわてる紗羅叉をよそに、ルカエルはまったく動じる様子もなく、白い歯を見せて笑っている。

「ママとパパが天に行くの？　僕は、ここで一人でお留守番？」

「いや、風真も一緒に行こう。きっと、そのほうがミヒエル様もお喜びだろうから」

「風真も行くのですか？　でも、人間の風真が天に行くというのは、死に繋がってしまう事になるのでは？」

　いまだに赤くなりながらも、紗羅叉は動揺して声を張り上げる。

「それについては心配いらない。では、さっそく向かおうか」

　ルカエルがそう言う也、目の前がまばゆいほどの青白い光に包み込まれる。それははじめてルカエルが姿を現した時同様、耐えきれないほどの眩しさだ。

　紗羅叉は咄嗟に目を閉じ、腕の中に風真をしっかりと抱き寄せた。背中にはルカエルの手が置かれており、恐怖など全く感じない。

「ママ、もう目を開けてもいいよ」

　声を掛けられ、紗羅叉は恐る恐る目蓋を開けて風真を見た。

　彼は紗羅叉を見てニコニコと笑っており、光の衝撃にも特に驚いた様子もない。

「さあ、行こうか」

　ルカエルと沙羅叉は、それぞれに風真の手を握り、三人は並んで歩き出した。

　辺りを見回すと、足元には光り輝く白い雲が広がっており、空には幾重もの光の輪が天に向かって伸びているのが見えた。

　眩しくはあるけれど、目を開けていられないほどではない。

　沙羅叉はルカエルに導かれるようにして歩を進めながら、はじめて見る天空の景色にすっかり目を奪われている。

「ママ、もうじき階段だよ」

　風真に言われて、沙羅叉はきょろきょろするのを止めて目前に迫る雲の階段を見た。

　三人は手を繋ぎ、階段を一段ずつ上り始める。

　踏みしめている感覚はないし、自然と足が前に進んでいる感じだ。

　それにしても、ルカエルよりも遥かに位が高い天使とは、どれほど尊い存在なのだろうか。

　もしかしたら、眩しさで目が潰れてしまうのでは？

　自分でさえそうなのだから、風真の目はいったいどうなってしまうのか――。

　そんな心配を口にすると、ルカエルが微笑んで首を横に振った。

「大丈夫だ。風真は人間ではあるが、天空に住む者の子供でもあるからね」

　ルカエルが風真を見て笑みを浮かべた。

　風真が頷き、二人よりも一足早くひとつ上の階段に足をかける。

「えっ……？　それは、どういう事ですか？」

　意味がわかりかねている紗羅叉を見て、風真が繋いだ手を前後にゆらゆらと揺らめかせた。

「あのね、僕のお父さんは今から行くところで待っているんだ。僕、今日はじめてお父さんに会うんだ。ミヒエルって名前で、僕をずっと天から見守ってくれているんだよ」

「ええっ!?　そっ……そ、それって――」

　つまり、今から会う大天使ミヒエルこそ、風真の父親だという事だろうか？

　仰天してうろたえていると、ルカエルが沙羅叉の疑問に答えるように頷いてくれた。

　よもや、風真が大天使の子供だとは思いもよらなかった！

　そんな事もあり、ルカエルが人間化している間は、風真を見守る役割はミヒエルが代行してくれているのだという。

「そうだったんですね……」

　沙羅叉は大口を開けたまま、唖然として固まる。

　それでも足だけは階段を上り続け、いつの間にかもと居た場所が遥か下になっているのに気付いた。

　沙羅叉が知る天空は、地上からさほど遠くない位置にある。

　ここはそこよりもはるか上に位置しており、選ばれし者だけが来る事ができる場所なのだろう。よく見ると、今立っている場所の雲は霞のように薄い。

　急に足元が心もとなくなった沙羅叉は、その場にへたり込みそうになってしまう。

　そんな紗羅叉の様子を見ていた風真が、繋いだ手をギュッと握りしめてきた。

「ママ、大丈夫。パパと僕がいるよ」

　風真に励まされて、沙羅叉は彼の母親としての強さを取り戻した。

「うん、風真」

　階段を上り切り、辺り一面に白金色の雲が棚引く場所にたどり着く。

　少し先に、黒いスーツに銀色の髪をした、いかにも優しそうな男性が立っているのが見えた。

　彼の背後には、光り輝く翼が雲を突き抜けるほどの大きさで広がっている。

「ミヒエル様」

　ルカエルがその名を呼ぶと、ミヒエルがゆったりとした動作でこちらに向きなおった。

　遠目にも彼が微笑んでいるのがわかるし、その姿を一目見るなり心打たれて、沙羅叉は声を出す事もできない。

　紗羅叉が呆然として立ち尽くしていると、風真が二人の手を離すなり、ミヒエルに向かって駆けていく。

　その背中には、翼はない。

　けれど、父親のもとに急ぐ背中には透明でキラキラと輝く翼が生えているように見えた。

「お父さん！　お父さぁん！」

「風真……風真……！」

　互いを呼びながら抱き合う姿は、彼等が間違いなく親子である事の証だった。父子はひとしきり抱き合い、はじめて顔を合わせて何かしら語り合っている。

　胸に押し寄せる感動に心打たれて、紗羅叉はいつしか涙を流しながらその光景を見守っていた。

「紗羅叉」

　そっと肩に手を置かれ、顔を上げるとルカエルが寄り添ってくれている。

「ミヒエル様は、光と闇が同時に創られた時からいらっしゃる天使だ。すべてのものを守護する役割を担う者であり、なくてはならない存在だ。彼はある時地上に降りて、人間である風真の母と許されざる恋に落ちた。やがて彼女の胎内に二人の子が宿り、風真の母は天使と過ちを犯した人間として神の逆鱗に触れた」

　静かな声でそう話すルカエルの声は低く、深い悲しみに満ちている。

　話し合って再び抱き合っている父子の姿を遠巻きに見つめながら、ルカエルがまた話し始めた。

「風真の母は過ちの代償として、自分とお腹の子のどちらかが消滅すると言われ、迷う事なく自分が消滅する道を選んだ。彼女は、風真を無事この世に送り出す代わりに、神の裁きを受けてこの世から消え去っていった──」

　ミヒエルは、自分と引き換えに二人を助けてくれるよう神に頼んだ。だが、ミヒエルには彼にしかできない務めがあるため、その願いは受け容れてもらえなかったらしい。

「それが、風真が両親と引き離されてしまった理由だったんですね……」

　子を産んだことのない紗羅叉だが、風真を我が子と思っている今、彼の両親の気持ちは痛いほどわかる。

　母親は我が子に未来を託して逝き、父親は遠くから生まれた子を見守る事しか許されなかった。

　そして今日、ようやく紗羅叉が人間として生きる承認を得るという理由のもと、父子ははじめて顔を合わせる事が出来たのだ。

「お二人とも、どんなにかお辛かった事でしょう……。ミヒエル様と風真が会えてよかった……。ルカエル様、ミヒエル様と風真は、またこうして会う事ができるのでしょうか？」

「それは私にもわからない。しかし、今回の事もあるし、ないとは言い切れないな」

　ルカエルが言い、紗羅叉は涙を拭いて頷く。

「そんな日が、また来たらいいですね」

　そう呟く紗羅叉の手をルカエルが、そっと握りしめる。

　紗羅叉は彼の手を握り返しながら、また少し涙を流すのだった。
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　春が来て、紗羅叉は風真とルカエルとともに村を出て都会に移り住んだ。

　沙羅叉はミヒエルの許可を得て、本当の人間になっている。年齢は、理恵が亡くなった時と同じ二十七歳。一方、ルカエルはともに人間として暮らしながら、守護天使としての役割も果たす事になった。

　新しく住む家は昔ながらの閑静な住宅街に建っており、二階建ての建物は洋風だが、七部屋あるうちの三部屋は畳敷きの和室だ。

　どの部屋もゆったりとした広さがあり、都会ではあるが周りには比較的緑も多く環境は申し分ない。それもこれも、転居するにあたって万全の準備をしてくれたルカエルのおかげだ。

　近くにある小学校は村のものとは比べ物にならないほど規模が大きく、児童数も多いマンモス校だ。風真は転校してすぐに友達ができた様子で、朝はそのうちの一人と誘い合わせて登校している。

　かつて三人が暮らした家には、懇意にしてもらっていた親戚が移り住み、いつでも遊びに来てくれと言ってくれた。

　沙羅叉が住んでいた神社は、すでにすべての結界が解かれ、近隣にある神社の神主が管理することになったらしい。

　そして、沙羅叉が始めた草木染は、無事教室の生徒達に受け継がれ、今後は村の産業として発展させていく予定だと聞かされている。

　予定通りではあったけれど、最後はいろいろとあわただしくて、ゆっくり名残を惜しむ暇もなかった。

　けれど、思い残す事はないし、思い返してみれば村での五十年は、今この時に繋がるために必要な大切な時間だったように思える。

















エピローグ












　それから三年の月日が流れ、沙羅叉は三十歳になった。

　前髪が短いおかっぱ頭は、昔も今も変わらない。

　けれど、人間として生きると決めてからというもの、沙羅叉は事ある毎に自分の中の小さな変化に驚き、その都度上手く順応しながら日々を暮らしている。

　季節は春──。

　風真は小学六年生になり、身長がかなり伸びた。彼は今も獣医師になる夢を抱き続けており、村から連れてきたシロは毎晩風真のベッドにもぐりこんで眠るのが常だ。

　ルカエルは引き続き翻訳の仕事にいそしみ、この頃では海外の学術書から絵本まで手掛ける名翻訳家としてその界隈から一目置かれる存在になっている。

　沙羅叉はといえば、ここで暮らし始めてすぐに新しい染め物のアイデアを思いつき、かつて神社で暮らしていた時のように自宅でコツコツと作業を続けていた。

　その一方で、以前村で草木染教室の生徒だった衣料品メーカーの女性社長から声を掛けられ、彼女の会社のアドバイザーとして顧問契約を打診されたりもしている。

　夫婦は在宅で仕事をしており、昼間二人きりになるのは村にいる時と同じだ。

　三年経ち、夫婦としての絆も深まったおかげで口調はずいぶん砕けた感じになっているし、もう以前のように必要以上に緊張したり気まずい思いをしたりする事はない。

　それどころか、夫婦の間には引っ越して二年目の春に女の赤ちゃんが生まれ、今や沙羅叉は二児の母だ。

　愛娘の名前は、ミヒエルのように慈悲深く優しい子になってほしいという願いを込めて「美妃みひ」と名付けた。

　そして今、沙羅叉のお腹には、また新しい命が宿っている。目下妊娠五カ月で、生まれてくるのは男の子だ。

　本来、天使と人間の間で子供は作ってはならない。けれど、ミヒエルの尽力により、沙羅叉達夫婦に限ってはそれを許されているのだ。

「お母さん、今日の晩御飯、何？」

　学校に出かける前の風真が、玄関先で見送りをする沙羅叉を振り返る。

「ママお手製のクリームシチューとオムライスよ」

「やった、どっちも僕の大好物だ。でも、オムライスはともかく、クリームシチューはパパお手製の──だよね？　じゃ、いってきま～す」

　風真が笑いながら舌をぺろりと出した。

　愛息を見送った沙羅叉は、唇を尖らせて渋い顔をする。

「もう、風真ったら……。まあ、確かにクリームシチューについてはまだまだ修行中の身だけど……」

　天上家では、今も主に食事を作っているのはルカエルだ。沙羅叉も彼に教えられて、以前に比べると料理の腕前はかなり上達した。そうはいっても、もともとのレベルが低いだけに、オムライス以外のメニューでは、まだまだ失敗する事のほうが多い。

　クリームシチューは風真の新たにできた大好物であり、沙羅叉としては是が非でも作り方をマスターしたい。

　以前、ルカエルから作り方を教わったあと、一度自分だけの力で作ってみた。けれど、できたものは口にできるようなものではなく、鍋をひとつダメにしてしまった。

　敗因はいくつかあるが、おそらく火力の調整が上手くいかなかったのが最大の理由だ。

　その後も何度か挑戦してみたものの、焦げ臭さが鼻についたり、クリームがだまになったりと、およそ食卓に出せるような出来上がりではなかった。

　クリームシチューは、オムライスよりもハードルが高い。

　風真に認めてもらうためにも、もう一度ルカエルに教わろう──。

　沙羅叉が、そのまま玄関で待ち構えていると、愛娘と朝の散歩に出かけていたルカエルが帰って来た。

　散歩が大好きな美妃は、朝ご飯が済むとほぼ毎日のようにルカエルと散歩に出かける。

　彼は薄いベージュのトレンチコートを羽織り、前向き用の抱っこ紐を使って美妃を散歩に連れ出していた。

　金髪でスタイル抜群のルカエルが愛娘を抱いて公園を目指す姿は、否が応でも目立ってしまう。

　彼は日頃から地域の集まりや学校関連の行事に積極的に参加しており、近隣の子を持つ親達の間では「父親の鏡」と謳われている。

　ルカエルは沙羅叉自慢の夫であり、一生をかけて愛し抜くと決めた大切な人だ。

　今はもう以前のように緊張はしなくなったけれど、未だ彼を見ると胸がときめくし、ルカエルを想う気持ちは深くなる一方だった。

「おかえりなさい。パパ、美妃ちゃん」

「ママ！」

　母親を見るなり、美妃が手足をバタバタさせて、はしゃぎ出す。目の色こそ焦げ茶色だが、美妃はルカエルの整った顔立ちをそっくり受け継いでいる。

「はーい、美妃ちゃん。お散歩、楽しかった？」

　沙羅叉はルカエルの手から美妃を受け取り、腕に抱えて愛娘の額に頬ずりをした。今はいいが、お腹が大きくなったら気軽に抱っこできなくなる。

　卒乳は済んでいるけれど、美妃はまだまだ甘えたい盛りで、ママの腕の中が一番落ち着く場所であるみたいだ。

「ただいま。どうしたんだ？　こんなところで仁王立ちになって」

「仁王立ちって……。ただのお出迎えですぅ」

　沙羅叉が口をへの字にすると、ルカエルが頬を軽く摘まんでくる。そのまま頭を軽く撫でられ、額の生え際にキスをされた。

「お出迎え、ありがとう。ところで、何か頼みたい事でもあるのかな？」

「うん、実は──」

　夫婦として暮らしていくうちに、ルカエルはかなり察しがよくなっている。

　沙羅叉は彼に事情を話し、もう一度一からクリームシチューの作り方を教えてくれるよう頼んだ。

　彼は二つ返事で快諾して、早くもウトウトし始めた美妃を寝かしつけたあとで、さっそく取り掛かろうと言ってくれた。夜はなかなか寝てくれない美妃だが、朝の散歩のあとは比較的すんなりと寝る傾向にある。

　沙羅叉は美妃を抱いたまま十分ほどリビングルームの中を練り歩き、見事寝かしつけに成功した。

　ベビーベッドで眠る美妃のそばを離れ、キッチンに向かう。

　そこにはベビーモニターが置かれており、愛娘の様子は逐一チェックできるようになっている。

「パパ、お待たせ」

　沙羅叉がキッチンに入ると、ルカエルが手招きをしてくる。

　彼が掌で示したキッチンの作業台を見ると、パンケーキとフルーツが載ったプレートが用意されていた。

「わぁ、美味しそう！」

「クリームシチューを作る前に、腹ごしらえをしないと。朝食の時、あまり落ち着いて食べられなかっただろう？」

「うん、ありがとう」

　美妃の離乳食を作るのはルカエルだが、食べさせるのは沙羅叉の役目だ。

　しかし、まだ離乳食に慣れない美妃は遊び食べをする事があり、そんな時は自分の食事が疎かになってしまいがちだった。

「パンケーキに顔がついているし、リンゴも可愛い～」

　一口大のパンケーキにはチョコレートソースで目と口が描かれており、リンゴはウサギの形をしている。

　ルカエルが用意してくれた椅子に座ると、彼がパンケーキをフォークで刺して口元に差し出してくれた。

「お腹の赤ちゃんのためにも、きちんと食べないとダメだぞ。ほら、アーンして──」
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　まさか、ルカエルに「アーン」をしてもらう日が来るとは……。

　沙羅叉は今の幸せをしみじみと感じながら大きく口を開けた。彼は普段から人一倍優しい夫だが、前回同様妊娠中はびっくりするほど甘やかし上手になる。

　曰く、妊婦とは大切な命を育んでいる尊い存在であり、できる事なら生活全般の世話を焼きたいくらいであるらしい。

　当然、人前では甘やかしたい衝動を抑えてくれているが、二人きりになると一気にそれが爆発する。お腹が大きくなるとやりにくくなる足元のケアはもちろん、お風呂で身体を洗う時のサポートもぬかりない。沙羅叉担当の家事も進んで手伝ってくれるし、まさに至れり尽くせりといった感じだ。

　むろん、ただ闇雲に甘やかすわけではない。

　彼は食事を通じて妊娠中の沙羅叉の健康管理もしてくれており、妊婦健診の結果は常にパーフェクトだ。

　彼ほど理想的な夫は、世界中のどこを探してもいない──。沙羅叉はそんな風に思いながら、これ以上ないと言っていいほど充実した妊婦生活を送っている。






　その日の晩御飯のテーブルには、沙羅叉特製のオムライスと夫婦が共同で作ったクリームシチューが並んだ。

　風真はそれらの味を絶賛して、クリームシチューを二杯おかわりした。

　美妃には具材を細かくしたものを食べてもらったが、遊び食べをせずにぺろりと平らげてくれた。

　デザートにルカエルが作ってくれたフルーツタルトを食べ、食後は風真がやりたがったボードゲームを親子で楽しむ。途中で眠くなった様子の美妃がぐずり始め、風真が抱っこであやしてくれた。

　明日は土曜日であり、家族全員でドライブを兼ねた一泊旅行に行く予定だ。

　いつもより少し早くベッドに行く風真を見送ったあと、沙羅叉は美妃を抱っこするルカエルともに夫婦の寝室に向かった。

　二人のベッドはキングサイズで、その隣に美妃の夜用のベビーベッドが置いてある。

　すでに寝入っている美妃をそっとベッドに寝かし、しばらくの間ルカエルと並んで愛娘の寝顔に見入った。

「可愛いな」

「うん、とっても」

　元厄病神で人間になった母親と、一時的に人間化している天使の父親。長女はそんな二人の間に生まれた子供で、長男は大天使ミヒエルと人間の女性が作り上げた愛の結晶だ。

　風真も美妃も、夫婦の大切な子供である事に変わりない。

　お腹の子もそうだし、二人とも子供は何人いてもいいと思っている。

　沙羅叉はベッドの縁に腰掛け、ベビーベッドのほうを向いて横になった。ちょうど目の高さにいる美妃が、すやすやと寝息を立てている。

　隣に入って来たルカエルが、沙羅叉をうしろからゆったりと抱き寄せてきた。彼の手が少しだけ膨らんだお腹を、そっと擦る。

　うしろを振り返ると、こめかみにルカエルのキスが降ってきた。

　沙羅叉が人間として生きる決心をしたとき、彼は夫として一生そばにいると言ってくれた。

　この上なく幸せ──。

　ルカエルがそばにいてくれる限り、沙羅叉は未来永劫幸福でいられる。

「沙羅叉、愛している。ずっと、ずっと──永遠にそばにいるよ」

「私も愛してる……」

　ルカエルの腕の中で、沙羅叉の身体が反転する。

　向かい合わせになって見つめ合うと、夫婦はどちらともなく唇を寄せ合うのだった。
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